
Title 若きマルクスとサン・シモニスム :
マルクシズムとフランス社会主義との関係に関する研究の一節

Sub Title Jeune Marx et le saint-simonisme
Author 平井, 新

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1962

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.55, No.3 (1962. 3) ,p.209(1)- 234(26) 
JaLC DOI 10.14991/001.19620301-0001
Abstract
Notes 社会思想史研究特集

論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19620301-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


若
き
マ
：ル

ク

ス

と

サ
ン

•

シ
.モ

ニ
ス
厶
：

!

r

ル
タ
シ
ズ
ム
と

フ

ラ

ン

ス
社
会
主
義
へ
と
の
.

:

,

:

」

関
係
に
関
す
る
研
究
の
ニ
節f

:
 

'
:
/
.
'
;
、
.；.

■

:

ハ

：
パ
''
^̂ 

'

.

 

■

 

.

.

 
.
.
.
 

...

. 

-

 

'
1
； 

,

ン

マ
ル
ク
.シ
ズ
ム
は
十
九
世
紀
の
：三
つ
の
大
き
な
思
想
的
潮
流
、
す
な
わ
ち

ド

イ

ツ

'の

真

哲

学
'
 

フ
ラ
ン
ス

.の
社
会
主
義
、

イ

ギ

リ

ス

の

寬 

1

済
学
を
そ
の
源
泉
と
し
、
か
つ
、'.そ
の
構
成
謹
と
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

説
明
の
仕
方
は
す
で

そ
れ
.で
は
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
要
素
が
順
次
、

マ
ル
ク
ス
S

取
さ
れ
て
>

.

ブ
.
ル
ク
シ
ズ
.ム
の
体
系
を
構
成
し
て
行
ダ
た
そ
の
過
程
に
つ
い
て

'
ろ

.
力

.

'

:

:

.

'

■

'.
•

..
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マ

.
，'
'•
,
.
.
パ 

.

マ
ル
ク
ス
は
ま
ず
、
当
時
盛
ぼ
た
一
へ—

ゲ
ル
の
観
■

学
の
研
究
&

発
名
そ
の
革
命
配
要
素
2

^

^

オ
イ
.エ
ノ 

V

ソ
>
 

の
唯
物
論
の
媳
介
に
ょ
ー…

^

論

し

た

が

、
と
れ
と
裏
し
て

k

ラ
シ
.

■
会
8

を
I

w

l

i
 

て
資
本
主
義
の
必
意
崩
壊
と
社
会
主
義S

然
的
到
来
を
実
証
的
に
爵す
る
こ
と
が
で
き

：$

教
き
マ
ル
ク
ス
と
サ
ン
•
シ
モ

ニ
ス
ム

v

\
 

, 

1
(

ニ
〇
九)

新 刊 紹 介

尾藤正英著ブ日本封建思想史研究 ■!   ..........

武田清子編 f 思想史の方法 :と対象』 … ，• • … ’… … "  

日本と西欧一^一

丸 山 真 男 著 『日本の思想』 … … '

田村秀夫著『イギリス革命思想史』  ..................

 ピューリタン革命期の社会思想’
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(

m

o)

で
吹
通
説
と
.な
？
て
い
る
°
.

'
''
-.
••

:.
,
:
.

''
■■.
■

筆
者
^,
こ，
の
通
説
に
対
し
て
い
.
.さ
ざ
か
疑
問
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

そ
の
.疑
問
と
い
う
の
は
、

.

へ
丨
、ゲ
ル
の
哲
学
.と
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
と
が 

マ
ル
ク
ス
に_

よ
っ
.て
摂
脱
さ
れ
た
そ
の
：時
期
の
前
後
の
問
題
に
関
連
す
る
。
：筆
者
の
.見
る
と
>-
...

」

ろ
に
、よ
れ
ば
、

マ
ル
ク
.ス
：は
へ
.し
ゲ
ル

の
哲
学
を 

研
究
す
る
以
前
に
す
.で

に
-7

ラ
ソ
ス

の
社
会
主
義
者
サ
ン
•

シ
モ
V
を
知
り
、:

そ
の
影
響
を
う
け

て
い
'た
と
考
え
ら
れ
る
。
；本
稿
は
こ
の
趣
旨
の 

た
め
に
書
か
れ
た

.

%-
の
.
で
あ
る
が
、
な
お
文
献
渉
狐
の
不
足
な
ど
そ
充
分
意
を
つ
く
し
て
な
い
と
思
う
。
.ま
た
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
摂
艰
さ
れ
た 

と
こ

ろ
の
サ
ン
ヘ
シ
モ
ニ
ス
ム
が
マ
ル
ク
ス
の
初
期
作
品
の
中
に
い

か
.に
反
映
さ
れ
て
い
る

か
、
：.そ
の
影
響
の
理
論
的
検
討
は
紙
面
の
都
合
上
次 

の
機
会
ぬ
譲
り
た
い
と
思
う
。;,
V

.:

.

人
間
は
、
そ
の
中
に
生
れ
て
社
会
的
に
自
覚
を
も
つ
ま
で
に
成
長
し
.た
自
然
環
境
の
影
響
を
終
生
身
に
つ
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、

マ
ル
ク

ス
が
生
れ
て
青
年
と
な
る
ま
で
に
生
活
し
た
ラ
イ
ン
地
方
と
は
い
か
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
。

、.
 

.
• 

.

.

.

ラ
イ
ン
地
方
は
ド
イ
ッ
の
国
土
で
あ
.り
な
が
ら
、

地
理
的
に
も
文
化
的
に
も
フ
ラ
ン
ス
的
で
あ
っ
た
。

殊
に
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初

. 

. 

.

.

.

.
 

. 

.

め
に
か
け
て
フ
ラ
'/
ス
の
啓
蒙
思
想
と
革
命
の
影
響
を
身
近
に
体
験
し
て
、
逸
早
く
進
歩
的
な
精
神
に
目
醒
め
て
.
.い
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
文
明
批
評 

家
、
登
済
地
理
学
者
で「

民
族
の
心」

p

p.
m
e des 

pspies. 1950).

の
著
.で
.令
名
高
い
グ

ク
.フ
リ
ー
ド
教
授
の
.い
う
と
こ
ろ
を
辑
こ
う 

「

我
々
フ
ラ
ン
ス
人
に
は
ラ
イ
ン
の
溪
谷
は
我
々
の
近
郊
で
、

.そ
こ
へ
行
.
.っ.て
も
エ
ト
ラ
ゾ

ジH

の
感
じ
を
う
け
な
い
。
ヶ
ル
ン
、
.
フ
ア
ル
ッ
、

シ
ュ
ブ
ア
ル
ッ
ヮ
ル

ト
の
自
然
は
依
然
と
し
て
我
々
に
親
し
み
深
い
。
わ
が
国
に
お
け
る
と
同
じ
よ
う
な
種
類
の
樹
木
、
同
じ
ム
ー
ド
、
す
で
に

•
 

.

も
っ
と

大陸

的

セ
あ
；る
と
は
い
え
同
じ
よ
う

.

な
気
候

0

.

そ
.の
雰
囲
気
：に
よ
.っ
て
、

ア
ル
ザ

ス
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス

ト

リ
ア
に
密
接
に
つ
な
が
る
ラ 

イ
ン
地
方
は
、
あ
る
意
味
で
は
フ
ラ

-v
ス
の
東
部
の
諸
州
に
も
つ
な
が
つ
て

い

る

-
0

そ
こ
は
文
明
の
伝
統
に

よ
っ
て
、
大
陸
で
最
も
本
質
的

に

ョ

—

 

ロ

ツ

パ

的

な

地

方

Q

一

つ

で

あ

る

。；
ラ

イ

ン

沿

岸

の

ド

イ

ツ

は

、

'こ

の

点
.に

お

い

で

、©:
欧

文

明
S

部

分

で

あ

り
、'
 

フ

ラ

ン

ス

、
：
イ

ギ 

ス

あ

る

V

は

イ

タ

リ

ア

と

同

じ

資

格

で

そ

れ

を

表

現

し

、
，
代

表

し

て

い

る

。

口
ー

マ

(

古

代

)

の

勢

力

は

こ

の

問

題

に

：お

い

：て

は

決

定

的

な

因
 

子

と

し

て

あ

ら

わ

れ

て

い
^

」

と

に

注

意

し

よ

ぅ

。

古

代
f

マ
：は
、.

そ

の

支

配

し

た

い

た

る

処

に

拭

い

得

な

い

足
■

残

し

た

。
：
フ

ラ

ゾ

ス
革 

命

が

西

欧
.の

空

気

を

も

た

ら

し

た
.
の

も

、

枝

ぽ

こ

：の
A

域

内

で

あ

る

。

ラ

イ

ン

：地

方

は

今
.患

1

:
:
_
の
| :

方
^ !
< ;
ら

づ

^

近

い

。；
民

主

主

義

に

つ

い
.：て

の

考

え

方

、

ま

た

個

人

ギ

財

産

に

：
つ

い

て

の

西

欧

的

な

考

え

方
.が

見

い

だ

さ

れ

る

。
：西

部

と

く
：I

南

部

の

ド

イ

ツ
 

人

は

ザ

ク

ソ

ン

人

や

プ

ロ

ツ

ヤ

人

欠

く

ら

べ

て

、

ず

っ

と

よ

く

フ

ラ

ン

ス
i

ブ

ラ

ン

ス

精

神

を

麗

し

ぅ

：る

。
'
こ

の

地

方

の

特

徴

は

：快

適

な

唐
 

の

た

め

の

立

派

な

組

織

、：
ド

イ

ツ

人

が

文

化

と

区

別

し

て

文

明

と

呼

ん

p

い

る

も

の

の

中

に
f

わ

れ

て
.
い

る

。
：
社

会
^

都

市

計

画

.に
つ 

I

て

は

進

歩

は

フ

ラ

ン

ス

や
^

ギ

リ

ス

よ

り

進

ん

で

い

(

レ

。」

:

こ
.の
ラ
イ
シ
地
方
の
ト
リ
エ
ル

(

ト
リ
ー
ル
と
も
い
ぅ)

の
町
と
は
い
か
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
。

>

: :

ト

リ

チ

ル

は

ド

イ

ツ

最

古

の

都

で

あ

る

。

ラ

イ

ン
.
河

と

モ

(

I

ゼ
.
ル

河

と

の

合

流

点

晏

コ

.ロ

 

こ
こ 

か

ら

モ

—

ゼ
'
ル

河

を

約

百

四

十

キ

：ロ
溯
っ
.
た

と

こ

ろ

に

(
「

 ̂

一

！

マ

人

の

住
 < 

つ
I

と
|

>

ト

I

 
:

ル
I

が

き

。 

キ

リ

ス

ト

降
P

十

五

年

当

時

の

ロ

丨

マ

皇

帝

ア

ゥ

グ

ス

ト

ス

に

.
よ

っ

て

初

め

.て

築

か

れ

た

こ

の

町

は

大

口
 

！

マ

帝

国

の

北

西

辺

の

守

を

固

め 

る

要

霞

で

あ

る

と

共

に

皇

帝

の

行

在

ま

(

紀

元

三

—

四
世
S

で

も

あ

っ

た

か

ら

、

今

日

で

も

a ：
帝

の

ロ

丨

マ

風

呂

、
'
円

形

競

技

場

を

h

じ

め

大

口 

I

マ

帝

国

の

昔

日

を
I

せ

る

数

々
.の

遺
f

と

ど

め

v

い

る

。

が

つ

て

西

の
.
ロ

丨

マ

の

文

化

は

ど

め

ト

リ

エ

ル

か

ら

東

の

ド

イ

ツ

に

.入

っ

て

き 

た

。

ト

リ

H
,

ル

は

ま

た

キ

リ

ス

ト

教

世

界

に

お

い

て

も

特

に

重

要

な

地

位

を

し

，み

て

い

る

。

ロ
丨
’
マ

時

代

の

古

い

建

物

の

上

に

十

一

：
世

紀

ご

ろ

改
 

築

さ

ネ

た

カ

ト

リ

、'
 

ク

の

大

寺

院

は

代

々
•
こ

の

地

方

の

教

区

の

中

心

と

し

て

犬

司

教
.の

座
^

な

っ

て

き

た

ば

：か

り

で
^

く

、

こ

の

大

寺

院

に

は

、

ギ

リ

ス

ト

が

十

字

架

を

負

0
て

死

に

つ

い

た

と

き

に

身

に

つ

け

て

い

た

と

い

わ

九

る

衣

類

が

保

存

さ

れ

て

い

：る

の

で

、

こ

れ

を

拝

観

す

る

た

め

に
 

こ

の

古

都

を

訪

れ

る

人

ば

今

も

絶

え

な

い

0
'_

 

:

^

.

若
き
.

マ
ル
.

ク
.

ス
と
.
サ
ン
.

シ
モ
ニ
.ス
ム
ン

 

:



と
し
て狐

：.

の
声
を
あ
げ
た
の
で
t

。
そ
の
生
れ
た
ブ
1

ッ
ケ
ン
通
り
六
六
四
番
地(

今
日
で
は
九
一
#
地)

Q

S
第
二
次
I

I

で
空

■

:

_
ー
に
太
被
_

爆

歡

塵

九

1 ;
讓

量

：迖

は
マ
ル
ク
ス
の

在
世
の
当
時 

一
一
、
§

0

パ
今
日
は
約
八
〇

、
0
0
0
，

芳
醇
な
T

ゼ
ル
•
ヮ
イ
ン
の

集
散
地
と
し
て
今
で
も
広
く
知
ら
れ 

て
い
る
。

こ
.の
よ
う
に
歴
史
の
古
い
都
で
は
あ
っ
た
が
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
の
影
響
を
う
け
る
こ
と
が
最
も
早
く
、
そ
し
て
市
民
は
最
も
深
く
早
く 

か
ら
自
由
主
義
の
精
神
に
め
ざ
，め
て
い
た
。
 

.

.
' 

,

,
 

.

•

.

.

.

.

 

圓

(

1)
s
i
e
l
d
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A

l
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L

f
 

des 
l
i
e
,

 

I

.
邦

訳「

民
族
の
心」

一
九
五
三
年
、.
ニ 

5
丄

ー

云

、
西
欧
の
精
神(

角
川
文
庫)

.
5

一
〇
八
、■
昭
三
六
。
 

, 

• 

.

:

:

• 

• 
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パ
;
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：
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■

マ
ル
ダ
ス
が
生
れ
た
前
後
の
ド
イ
ッ
の
一
般
的
状
況
ば
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
：

フ
ラ
ン
ス
革
命
前
夜
の
ド
イ
ッ
は
依
然
と
し
て
神
挚
了
 ̂

看

に

上

る 

小
邦
国
に
分
裂
し
,

抗
争
を
‘つ
づ
け
て
い
た
。
そ
れ
ぼ
：ヴ
ォ
ル
テ
丨
ル
が
皮
肉
に
も
評
し
5

「

神
聖
で
I

 
く
、
，ロ
丨
マ
で
も
な 

く
、，
帝
国
で
も
な
か
っ
た」

の
で
あ
る
。
:
こ
の
よ
う

砮

轉

ブ

で
あ
り
、
雄
邦
た
る
プ
ロ
.シ
ヤ
ば
官
僚
主
義
と
.軍
国
主
義
と
を
ふ
ま
え
た
強
力
な
絶
対
主
義
崖
い
て
い
：た
。
：
こ
の
よ
う
な
状
況
は
ラ
イ
ン
賴
方 

I

い
て
备
々
同
様
で
t

、
こ
の
地
方
で
は
フ
'ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
影
響
を
強
く
う
け
て
.；
2

が

、

大
勢
丈
依
然
と
し
て
封
建
制
の
畫
の
：下
に
屏
息
し
て
：い
た
。
絶
対
主
義
的
権
威
と
保
守
的
伝
統
の
抑
■

ら
逃
避
す
る
た
め
に
知
識
人
は

美
と
観
念
の
世
界
に
沈
潜
す
る
以
外
に
道
は
な
か
っ
た
。
貧
困
と
.圧
制
の
ド
イ
ツ
に
最
も
.美
し
い
文
学
と
最
も
深
遠
な
哲
学
と
が
開
花
し
た
の
は

，
し
自
然
の
成
行
で
あ
る
。
 

：

.

■

' 

.

.

.

.

.

.

隣
国
フ
ラ
ン
ス
に
革
命
が
勃
発
し
た
と
き
の
ド
イ
ツ
の
状
況
は
と
の
よ
う
な
も
の
，で
あ
っ
た

0
だ
か
ら
こ
そ
ド
イ
ツ
人
は'パ
ス
テ
ィ

I
ユ
に
上 

.っ
た
革
命
.の
第
一
声
を
さ
な.が
ら
凱
旋
譜
の
よ
う.に
聞
き
、
人
権
宣
言
の
発
布
を.天
来
_の
福
音
：の^

狂̂
喜
し
た
の
セ
あ
る
。
ヵ
ン
ト
、

シ
ラ 

I 

‘，.へ
ー
ゲ
ル
ら
当
時
の
代
表
的
な
ド
イ
ツ
の
知
識
人
が
革
命
を
讃
美
：し
た
こ
と
ぱ
い
う

'ま
で
も
な
ベ
、.■殊
に
.か
ね
て
進
歩
的
な
ラ
イ
ン
地
力
、
 

殊
に 
>
リ
エ
ル
に
は
フ_フ
.ン
ス
礼
拝
の
風
潮
が
ひ
ろ
が
っ
て
？
方..々に
ジ
ャ
コ
、
'ハ
ン
へ
ク
ラ
ブ
が
つ
く
ら
れ
、ノ
ド
イ
ツ
人
に
し
て
革
命
に
馳
せ
参 

ず
る
も
の
毛
.少
な
く
は
_な
、い
と
>
.う
有
様
で
あ
：
っ
，
た

0:
.:'
'

: 

,
.
':

ナ
ポ
レ
オ
ン

：

の
出
現
は
事
態
を
1

^

さ
せ
た
。.
彼
の
相
つ
ぐ
遠
征
_は
全
べ
露
骨
な
帝
国
主
_義
的
優
略
の
典
型
で
あ
っ
.て
、
そ
こ
に
は
、
も
は
や 

当
初
フ
ラ
ン
ス
革
命
軍
が
抱
い
て
い
た
よ
う
な「

自
由
の
た
め
の
聖
戦
.

」

と
'
い
.
っ
た
意
義
ば
失
ゎ
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
..あ
た
か
も
ヵ
ー
ル 

大
#

に
よ
っ
て
中
1:

ョ
ー
ロ
ツ
ハ
世
界
の
基
礎
'力
つ
く
ら
れ
た
よ
う
.に
：、

ナ
ポ
レ
^

ン
.の
軍
事
的
遠
征
に
よ
っ
て
全
ョ
ー
ロ
ツ
パ
の

近
代
匕
の
圮 

進
之
い
う
予
期
さ
，九

な

が
;0

た
現
象
が
生
^

た
。
.
ナ
ポ
.
レ
^

>

に
よ
：っ
て
封
建
的
旧
体
制
の
撤
廃
が
強
行
さ
^
'
彼
の
相
つ
ぐ
武
カ
征
服
の
た
め 

.
に
十
九
世
紀
#-

大
の
政
治
厭
理
た
る
民
族
的
启
:*

の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
に
_

っ
た
の
で
あ
る
於
、
:-

-̂ 

以
後
め
ョ
ー
ロ
ツ
。ハ
の
歴
史
に
蜇
大
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
は
ド
イ
ツ
で
あ
っ
ヒ
0
. 

,

':
■

#

論

、
：
分

裂

：七

抗

争

に

悩

^

瀕

死
.の

祌

聖

：
.：ロ
1

マ

帝

国

は

：到

底

ナ

麻

レ

木

^

彼

は
1
.
'八
0

六
年
に
西
南
ド
イ
ツ
の
卜
六 

到
匡
を
糾
合
し
て
ラ
イ
ン
.同
！
を
結
成
し
、
こ
.れ
を
拠
点
と
し
て
プ
ロ
シ
ヤ
と
オー

ス
ト
リ
ア
と
を
屈
服
さ
せ
よ
う
と
し」

J。

彼
太
ラ
そ
ン
地
方 

と
.南P

地
方
に
つ
く
っ
た
国
々
に
お
け
る
封
建
制
の
破
壊
に
は
一
層
意
を
用
い
た
。
そ
こ
.で
は
封
建
体
制
に
代
っ
て
、チ
ポ
レ
オ
ン
法
典
が
導
入
さ 

れ
、.：：：

営

業

の

自

由

、
：
：

.遞
住
移
転
の
卽
_

%
土
舨
売
:1
交
換
ー
の
自
由
等
ジ
 ̂

ド

イ

：ツ 

疗
封
建
淛
は
こ
の
ー
角
か
ら
崩
壊
し
.て
行
0
た
0
:
. 

.

.

.

パ
■'■.
 

'若,
マ
.ル
！

.と
：
サ

ご

-



ナ
ポ
'
レ
.
オX

の
登
場
'̂

機
と
し
て
推
進
さ
^

つ
'つ
^

マ
^
^
 ̂

そ

し
. 

て
：こ
：.の
.近
代
化
：.

1

止
^
^
^
^ ̂

Iン
会
議
に
ょ
る
.
メ
ッ
.
テ
ル
ニ
ヒ
体
制
で
あ
っ
.た
。
彼
は
革
命
を
目
し
て「

社 

会
秩
序
を
呑
み
込
む
海
蛇」

：.で
あ
る
と
い
い
、
議
会
|

治
を
治
者
繁
者
双
方
の
責
任
の
欠
如
に
導
く
と
.こ
ろ
の「

永
遠
の
と
ん
：ぼ
返
2

と
冷
笑■ 

し
、，： '

人

民

の

自

由

は

社

会
:€
>
.
健

康

が

保

持

さ

れ

れ

ば

治

B

さ
:t
t

る

病

気

にす
ぎ
な
い
と
.考

え
、
' 
テ

ロ

や#

政
府

に

.外

な

ら

な
V

民

主

主

義

.を
p
f庄 

す

る

と_

以
て
.

_
■

与
え
ら
れ
荔
の
.使

命

霍

る

と

導

。
：

」
」

、
の
た
め
に
 

一;A
一
 

五
年
に
結
成
さ
れ
た
の
が
神
翯
掘
で
あ
っ
た
' 

こ
こ 

に
革
f

思

想

の

弹

庄

時

代

が

始

ま

ら

：
た
け
：
か
ら
：

.て

庄

制

者

ナ

ポ
.
笑

ン

：に
■向

げ

容

.

，'

.

.

.

へ.
.
,
.
.

I

-

.

'

.

-

.
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.

.
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.
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.

 

•

:」
(

1)

ん
小
松
春
雄
、.
近
代
欧
州
政
治
社
.会

史
-

九
五
七
>". 

..

:

:
-四

：

: 

-

^

•» 

. 

- 

• • 

• 

- 

• 

•

こ
の
ょ
C

反
動
主
義
ゆ
覆
わ
れ
た
ド
イ
ッ
；に
お」
い
て
：
^

 

一
：と
共
和
的
憲
法 

の
獲
得
に
努
力
し
：た
。
：

こ
： .

の
自
由
主
義
運
動
を
安
え
：
f

 

ジ
ョ
ヮ
で
あ
っ
た
が
、
し
か
：し
そ
の
義
的
組
織
と
し
て
は 

ー
八
-*
_

、イ
土
：
5

 

B
u
r

暑

l

h

a

s

iハ
イ
ネ
、
グ
ッ
. 

コ.
1
'
フ
ゥ
べ

'
ム
ン
'
卜
，V

ヴ
イ

l
i/
バ
ル

.ク
'
等
の
文
学
者
か
ら
成
る
.

「

若
き

ド
イ
ツ」

派
0
设

3 j
l
e
.

 D
l
l
a
n
d
)

と
が
あ
.
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

プ
ロ
シ
ヤ
政
府
の
反
動
化
に
憤
激
し
た
大
学
生
達
は
：一
八
一
七
年
に
：ゥ
ナ
ト
ブ
ル
ク
城
に
集
合
し
て
、

ル
ッ
タ—

の
宗
教
改
革
一
一
一
百
年
祭
と
ラ
：
 

イ

プ

重

戦

勝
'を
記
念
す
る
祝
典
を
催
し
.た

が

、
そ
：
の
_

火

:0
中

に

当

勝

の

丨

名

づ§
^

£

玲)

1

の
著
書
や
。フ
.ロ
シ
：ヤ
槍
騎
兵
の
軍
服
を
投
じ
て
歓
呼
し
た
ー
。

.メ

ル

：ニ
ヒ
は
こ
め
事
件
を
契
機
と

.
し
：て
次
第
に
過
激
化
し
て
ゆ 

X

学

生

の

自

皇

義

運

動

を

徹

德

に
！
；

田

す

べ

く

諸

邦

国

の

君

主

.を

カ
丨

ル

；ス

バ1
ド

に

招

集h

x
、
：言

論

出

版

：の

検

閲

11
限

.
大

学

の

知

督
、
学
生
猶
社
の
调
锻
、.
.解
激
等
を
決
_

し
.た
。
.

て
の
.ょ
..ケ
な
弾
庄
政
策
に
：あ
っ
^

&
诒

主

義

馨

は

表

面

全

ぐ

逼

奪

し

で

レ

ま

ら

ぢ

一
八
一 

.

五
年
、:
当

時

の

ヨ

ひ

ロ

ツ

パ

霍

法

と

議

会

と

を

ネ

っ

て

い

た

国

は

、
イ
ギ
リ
ス
、.
オ
ラ
ン
ダ
、
X

イ
ス
、.

フ
ラ
シ
ス
お
ょ
び
ラ
イ
ン
也
方
だ
.け 

で
あ
っ
た
.。
暗
い
、
一
不
気
味
な
静
寂
が
ド
イ
ツ
の
.公
的
生
活
を
支
配
し
て
い
た

「

:
.
.
,
.

果
せ
る
哉
、
七
月
革
命
嘲
発
：の
.報
は
こ
め
静
寂
を
破
つ
て
ド
イ
ツ
.の
_
民
を
震
駭
表
せ
た
。.
.久
t
く
雌
伏
し
て
い
た
‘ド
イ
ツ
.の
自
由
主
義
者
i 

袓
国
め
統.1.

と
自
由
、.
民
主
的
憲
法
を
要
求
し
て
.-
-
*斉
に
決
起
し
た
。

一
八
三I

一
年
五
月
に
、
ド
イ
ツ
©,
11
1
;.由
主
義
者
た
ち
は
一
八
一
八
年
に
 ̂

布
さ
れ
た
パ
パ
リ
ア
園
.憲
法
制
定
記
念
祝
賀
を
口
実
と
し
て
ハ
ン
バ
ツ
ハ
城
下
に
全
ド
イ
ツ
国
民
の
.集
会
を
催
し
て
、
' 祖
国
の
.統
一
'と
自
由
、民

..

主
：

h
：

憲

法

.^
要

求

し

た

会

す

る
者
約

一
一
万
、

学

者

、

学

生

、

手

.エ

業

者

そ

€>
,
他
.あ
ら
ゆ
る
社
会
層
，の
人
々
を
網
羅
し
、
少

数

の
7.

ラ
ン
ス
人
、
 

ポ
ー
テ
ン
ド
人
も
加
わ
づ
た
。

.

•

.

■

.

、

.•

こ
こ
に
お
I

て
メ
ツ
テ
ル

ニ
ヒ
は
直
ち
に
此
の
祭
典
を
高
压
的
に
解
散
さ
せ
广
そ
し
て
こ
れ
を
機
^
に
.あ
ら
ゆ
る
自
由
主
義
運
動
を
再
び
立
つ 

能
わ
ざ
る
ま
で
に
粉
砕
す
.る
こ
と
を
決
意
し
た
。
連
.邦
.讓
会
は

力
ー
ル
：ス
バ
ー
ド
の
決
議
を
再
確
認
し
、.
出

版

の

自

由

、

集

会

.の

権
利
を
剝
奪
し 

て
、
.
自
由
主
義
運
動
の
取
締
り
を
一
.層
厳
重
に
し
た
。
.
.こ
め
ょ
ぅ
に
し
て
苒
興
し
か
か
.っ
た
自
由
主
義
麗
は
再
び
峻
烈
な
弾
圧
の
た
め
後
退
す 

る
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
.が
'
な
お
.一
部
の
急
進
分
子
は
極
秘
裡
に
結
集
し
て
フ
ラ
.ン
ク
フ
ル
ト

.

連
邦
議
会
の
襲
撃
を
.はか
っ

た

0

 

.

.ハ.
ン
バ
ツ
ハ
；祝
祭
や
フ
ラ
ン
.
ク
フ
.
ル
ト
連
邦
議
会
襲
撃
陰
謀
に
参
：加
し
た
ニ
千
に
近
い
人
々
は
- '

あ
：る
い
は
横
挙
さ
れ
、

あ
る
ハ
は
.追
放
さ 

.
れ
、
.

あ
る
い
は
投
獄
さ
れ
、
あ

^
い
は
逃
亡
し
た
0
.こ
の
：ょ
ぅ
.に
外
国
に
逃
亡
し
た
ド
イ
ツ
人

亡

命

者

の

一

.，
群
こ
ぞ
、：；
ル

国

に

.お

け

る
ド

イ

ツ

の

. 

最
初
の
社
会
運
動
.を
担
っ
た
人
々
で
あ
づ
た
こ
と
を
.亡
心
れ
て
は
な
ら
な
'い
,0

詩
人
ハ
イ
ネ
を
し
て

：

「

今
.は
自
由

思
想
に
対
す
る
大
狩
m

時
代
で
あ
'.
'

 

る」

と
痛
嘆
さ
せ
た
の
は
正
：に
こ
の
時
代
.で
あ
っ
た
の
で
本
る
。

：

,
ぐ

.

''
>

:

:■
:

:

.
:

. 

_ 

. 

■ 

'

■■
.

: \

.

. 

.

 

• 

\
 
'

.

五
.

.

.

.

.

•

'
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■
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:

.'

'
.

 

.

.

.

-

:

: 

'
,:

ン

フ
.
.ン
,

:

若
き
マ
ル
：ク

ス
と
サ
ン.

シ
モ
二
.

ス
ム 

.
 

一T 

、
'ニ1



マ
ル
ク
ス
家
は
苗
五
十
年
間
に
わ
.た
っ
て
ト
リ
エ
ル
の
町
に
住
み
、
代
々
ラ
ビ(

.ユ
ダ
ャ
律
法
博
士)

を
出
し
て
い
る
ユ
ダ
ャ
系
の
家
柄
.で
あ
っ
.. 

た
。

マ
ル
ク
ス
の
父
は
も
と
ヒ
ル
シ
ヱ
ル
と
い
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
後
ハ
.イ
ン
リ
ヒ
と
呼
ん
だ
。
法
律
家
で
あ
っ
た
が
、

一
八
一
五 

年
、
モ
ー
ゼ
ル
地
方
が
プ
ロ
シ
ャ
領
に
編
入
さ
れ
る
-と
き
に
、
ト
リH

ル
裁
判
所
付
の
弁
護
士
と
な
り
、

一
八
ニ
〇
年
に
は
新
設
の
ト
リ
エ
ル
地 

方
裁
判
所
所
厲
と
な
り
、
後
に
法
律
1|
問
官
の
称
号
を
ぅ
け
、
多
年
弁
護
士
会
長
を
つ
と
め
た
。
■.ト
リ
エ
ル
第
一
の
住
宅
街
ブ
リ
ュ
ッ
ヶ
ン
通
り
.

:

父
ハ
イ
ソ
リ
；七
^

フ
；
ラ

シ

：
ス©
啓

蒙

思
.«
を
：舉
ず
る
调
明
な
自
由
主
義
# :
で
あ
マ
て
',
-
.一「

ヴ
.ォ
ル
：：
テ

ー

；ル

を

暗

誦

し

ぃ

,.
.
-:
ュ
ー
ト
ゾ
、

口
ッ
ク
、
 

ラ
イ
ぞ
そ
ッ
^
と
同
じ
く
し
ー
遙
か
衣
る
神
へ
の
漠
然
た
る
信
^
を
公
言
す
る
っ
真
の
十
八
世
紀
的
-
フ
ラ
ン
ス
ふ
ィ
^

^

つ
た
と
い
：わ
れ
、
彼
が
特 

に
私
淑
し
た
0
は
デ
ィ
ド
ロ
，
，
ヴ
ォ
ル
1

T
ル
、

一フ‘シ
1
ヌ
で
：あ
っ
た
と
い
わ
れ
，る
。
.

一
八
三
0
年
初
め
頃
、

ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
ト

リ

エ
-ル
の
.穏
和 

な
立
憲
党
の
指
導
渚
^
な

0
て
い
た
が
、
_当
時
ラ
イ
.ブ
地
方
に
珂
成
サ
拡
が
-
て
：广
プ
^'
'
;シ
.

 ̂

た
フ 

ラ
ン
ス
熱
に
は
直
ち
犯
.伺
調
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
0
た
。
彼
は
'ナ
：ザ
レ
オ
ン
集
挥
を
喜
ば
ず
彼
.の
軍
事
的
独
裁
ょ
り
.も
：、
一
む
し
ろ
啓
蒙
君
主
、

. 

す
な
ホ
ち
ヴ
，オ
ル
テ
ー
ル
や
ダ
ラ
ン
べ
:|
ル
に
取
ゥ
卷
か
れ
た「

壬
座
0
哲
学
者」

、
.合
連
主
義
者
、
ケ
ン
シ
ク
口
べ
デ
ィ
ス
.ト
、

啓
蒙
主
義
連 

動
.の
推
進
者
と
;1
.
'て
の
フ
リ
ー
ド
リ
七
大
无
亿
深
く
惹
か
'れ
た
。
し
か
し
プ
ロ
シ
ャ
の
絶
対
主
義
的
官
僚
政
治
が
.相

次

い

，で

そ

.
の

無

能

ぶ

り
を

暴 

露
す
る
に_

つ
れ
て
、
プ
ロ
シ
ヤ
に
対
す
る
反
感
枕
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
.
.た
が
、
七
月
#
命
を
契
機
と
.し
.て
伝
統
の
親
フ
ラ
ン
，ス
精
神
が
再
び
強
く
こ 

の
地
に
抬
頭
し
て
き
た
.0
:

.

;

;

;'.
:
 

:
 

:

:

'
.パ 

'
-
'
.

伝
来
の
フ
ラ
ン
ス
：の
啓
蒙
思
想
の
復
活
に
加
え
て
、
新
た
.に
当
時
フ
.ラ
シ
ス
で
流
行
し
て
い
.た
サ
ンV

シ
モ
ニ
ス
ム
が
入
づ
て
き
た
の
で
あ
る
。

.

.

.

.
 

.

.
-
.
.
:
:.:.-
 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.■.
-
:
:

■

: 

, 

.. 
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.. 
一
.
、
.
:
.

:.
:

そ
れ
は
、.
一
八
三
ニ
年
の
初
め
、
，ト
リ
エ
ル
.に
程
近
：い
.フ
ラ
ン
ス
.の
メ
ッ
ス
.教
会
が
ラ
イ
ン
.地
方
に
向
っ
て
サ
ン
‘
.
シ
，モ
ニ
ス
.ム
を
強
力
に
宣
伝 

■L
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
時
、
ザ
ン)

ツ

モ

：
ー
ス
ム0盛
行
は
ヵ
，ト
リ
シ
ズ
.ん 

の
大
司
教
ハ
マ
ー(

H
a
m
m
e
r
)

枕
、
'同
年
1
ー
月
の
初
.め
|
ち
に
.管下の全僧職に対して：

ン

•

シ
.：モ
.ン
派
の
策
謀」
：
と
題
す
'る
回
状
を
発
し
て
警
告
し
た
が
、
そ
の
中
で
、

,

大
司
教
は
サ
.
ン
•

シ

モ

_一 

ス
ム
を
.単
に
支
持
す
る
；こ
と
の
で
き
な
い
：、
：
し
.か
も
堅
実
さ
を
欠
：い
て
い
る
だ
.け
で
.な
：く
、
'ま
た
国
家
に
と
っ
て
も
，、
 

ヵ
卜
リ
ッ
ク
教
会
に
'>
.:
0

て
も
同
様
に
危
險
な
も
0

で
_あ
る
と
非
難
し
^2

。
 

,■

‘

■

.
:

 

そ
れ
か
ら
ル
メ
し
後
れ
て
、】

八
一
一
一
五
年
に
枕
、

B̂
e
l
e
u
c
h
t
u
n
g

 

d
e
r
.

 

s
r
s
t
e
r
m
c
h
e
n

 

f
c
r
s
k

 

d
e
r

 

g
l
h
l
n

 

D
s
t
m
i
r
g
e
r

p:t
h

.%
と
い
う 

'

小
冊
子
が

—

リ
-:

ル
.で
出
版
さ
れ
た
。：：#

者
は
ド
ィ
ッ
_
の
最
初
の
社
会
主
義
者
と
い
.わ
れ
て
い
る
キ
1

ド
ゥ
メ
ー
ご
：
 ̂

e

§

l

 

G
a
l
l
,

 

1
7
9
0
-
1
)

で
あ
.
.つ
て
' 

本

書

は

サ

ン
•

シ
モ
一
一
ス
ム
の
ド
ィ
ッ
布
教
者
と
し
て
、

サ

ン
•

シ
モ
ニ
ス
ム
；を
ド
ィ
；ッ

に

套

す

る

ど

と

を
. 

'

目
的
と
し
た
も
.の
：で
あ
る
。

こ
の
書
物
に
つ
い
て
、.
こ
こ
で
述
べ
る
い
と
ま
は
な
い
が
、

一.
八
三
五
年
と
い
え
ば
マ
ル
ク
ス
は
十
六
歳
-

^

 

リ
エ
ル
の
繁
ザ
学
校
を
卒
業
す
る
頃
で
あ
っ
て
、
無

論
マ
ル
タ
-X

に
よ
っ
て
読
.ま
れ
た
こ
と
と
思
う
。
ま
た
フ
、

ラ
：
'

ン
ス
占
領
時
代
'か
ら
ト
リ
エ
.：ル 

に

は
-

文

学
力
、シ
ノ
協
会

」
p
i
t
'
e
r
l
c
h
e
.
.
K
I
O
-
G
^
^
^

.
ク
ラ
フ
が
あ
.
つ

て
.'
:
'
ト
 

つ
て
い
た
。

マ
ル
■
ク
ス
の
父
ハ
ィ
ン
リ
ヒ
、

ガ
ル
、
.高
等
学
校
長
の
ヴ
ー
ィ
ッ
テ
ン
バ
ッ
ハ
な 

ど
い
：ず
れ
も
そ
の
会
員
と
な
っ
て
お
り
、
.
か
ね
て
'

そ
の
自
由
主
義
傾
向
の
た
め
に
官
憲
の
監
視
を
う
け
て
い
た
が
、
ガ
ル
.
を
中
心
.と
す
る
.サ
ン
‘ 

シ
モ
'—
1

ス
ム
研
究
ー
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
発
覚
し
て
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
.る
こ
と
と
な
^

^

。

•

(

1)
d
-
>
l
e
m

 

姦ぶ e”L
e
s
s
6

t
-
s
f
E
e
n
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'
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der'ersten. sozialistischeir 

A
r
b
e
i
t
e
r
b
e
w
e
g
u
n
g

 in Deutschland,. 
1

00
8
5
.

6...

及
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K
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k
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D
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u
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c
h
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r
y
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L
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P
o
u
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o
i
i
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r
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e
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a
r
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a
r
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邦
訳
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W
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2
0
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V. 

.
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:

若
き
マ
ル
ク
ス
と
サ
ン
-*

シ
モ
ニ
ス
A

し

、
:

•

.

九

(

ニ 

1

七)

:



マ
ル
ク
ス
の
！
观
形
成
雾
つ
い
ズ
語
石
^
は
、
彼
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
精
神
的
指
導
の
こ
と
に
次
い
で
、
父
の
親
友
で
■あ
り
、
後
に
彼
自
身
の
義 

父
と
な
る
べ
き
ル
ー
ド
ウ
^
.ツ
ヒ
‘
フ
オ
ン
.
ヴ
■エ
ス
ト

フ

ア

ー

レ

ン

(
L
u
d
w
i
g
,

 

v
o
n

 

w
e
s
t
p
h
a
l
e
p
)

の

人

格

的

影

響

に

言

及

す

る

.こ

と

を

忘

れ

.■ 
-

 

-

 

.

.

.

 

-

-

-

-

-

 

.

.'

,-

-

-

■

■

 

' 
.

 

.

 

■

 

.

:■
:

:
- -

■ ■■
 
-

 
■

 
,

 

...
 

■
 

-
 

r 

.
 

,

-

 

.

.

:

,

な
い
が
、
し
か
し
こ
.の
若
き
：マ
ル
ク
ス
に
初
め
，て
サ
ン
：
ゾ
モ
ン
の
思
想
へ
の
関
心
を
起
さ
せ
た
.そ
の
人
が
、
外
，な
ら
ぬ
こ
の
ヴ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー 

レ
ン
で
あ
っ
.た
こ
と
.を
聞
け
ば
恐
ろ
し
く
意
外
に
：思
ぅ
で
あ
ろ
ぅ
。
'.
'

:
.'
■

ダ
エ
ス
ト
：フ
ァ
V
I
V

「

ン
家
ば
：マ
^
ク
ろ
家
と
異
り
、'い
：立
.派
が
：家
柄
至

は

「

東
エ
ル
べ
の
.貴
族
風
も
、
古
い
プ
ロ
シ
ャ
の
官
僚
風
も
な
く」

(

メ 
I

リ
ン
グ)

民
族
的
、
.■'人
種
的
偏
見
を
も
た
ず
、
ま
こ
と
に
平
民
的
な
自 

由
主
義
者
.で
あ
.つ
.每

ー

新

七

へ

い

領

地

セ

あ

る

ラ

イ

'>
ス
卞
フ
r'
l

レ
ン
：を
ト
リ 

エ
ル
政
庁
に
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。

一
八
一
六
年
ト
リ
エ
ル
の
地
を
踏
ん
で
以
来
、
こ
の
地
.は
彼
や
彼
の
：家
族
の
第
二
の
故
郷
と
な
っ
た
。
隣
家 

に
マ
ル
ク
ス
の
一
家
が
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

ル
I

ド
.ゥ
ィ
ッ
ヒ
は
ず
ば
ぬ
け
た

学
渚
で
あ
っ
た
。
彼
は
英
語
を
.話
し
、
ラ
テ
ン
、

ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
.リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、.
、

ス
ペ
イ
ン
の
諸
語 

を
.読
ん
だ
。；：彼
の
古
典
文
学
に
対
す
る
造
詣
杜
真
に
驚
く
ほ
ど
深
乂
;'

:ホ
メ
：.ロ
へ
ス
を ̂

ン
グ
を 

■#

読
し
、；
遊
び
^

べ
る
若
洁
ヵ
ー
ル
.
を
愛
撫
し
、
彼
に
こ
れ
ら
の
古
典
の
こ
と
を
語
り
き
か
せ

た
。
す
で
に
七
十
歳
に
な
っ
て
：い
た
こ
の
老
人
は 

若
き
マ
ル
ク
：ス
と
.広
い
庭
園
.
.
9£:

,や

森

を

散

恭

す

る

の

が

：常

、で

あ

.っ
：た
，

マ
^.
ク
ス
に
初
め
て
サ
ン
•
シ
モ
ン

の
性
格
や
教
義
：へ
の
-興
味
を
起
さ 

し
て
く

れ

た

，の

は

こ

；
の

散

'̂

の
時
で
あ
つ
た
。
そ
：し
.て
ゥH

ス
ト
：フ
ァ
ー
レ
ン
自
#

、■
熱
心
な
サ
ン
.
シ
モ
ン
の
弟
予
で
あ
っ
た
と
、.，
.マ
ル
ク
ス 

は
後
年
ゥ

エ
ス
ト

フ
;7

1

レ
：
ン
：
の

思

い

出

を

語

つ
：て
い
る
。,'
.

'
マ
ル
ク
ス
：は
^

か

ら
ヴ
エ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
に

深

い

尊

敬

と

愛

情

を

：い

だ

い

て

「

彼 

を
父
親
の
よ
う
な
友」

.と
呼
び
、
♦

に

'

「

学
位
論
文」

を
献
げ
て
い
.る
こ
.と
.は
入
の
"よ

 ̂
::

(

1)
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s

o

s

-
 0«
. 

c
i
r
9
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I
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M
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K
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r-T
W
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l
i
.
v
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.
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p
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i
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E
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v
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r
e
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c
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h
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l

x
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o
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h
i
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f
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i
n
-
l
a
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W
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a
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.

八
三

六
年
十
月
、

十
八
歳
の

若
き
マ
ル
ク
：

ス
：は

べ
f

ン
大
学
法
科
芡

 

ン

..
シ
モ
ン
主
義
者
に
巡
り
清
う
.
こ
と
に
な
つ
た
の
：で
あ
る
。
そ
れ
は
ベ
ル
リ
ン

大

学

教

授

の
エ

ド

ア

ル

ド

•

ガ

ン

ス

で

あ
る
。

.

マ
ル
ク
ス
は
ヘ
ル
リ
ン
大
笑
で
、
最
初
の
冬
学
期
二
八
三
六—

三
七)

：に
は
シ
ュ
テ

^

フH

ン
.ス
教
授
の
人
類
学
、
ザ
ヴ
ィ
ニ
|
教
|
父
の
ロ
ー 

マ
法
学(

パ
.ン
.
.デ
ク
I

)

、
.ガ
ン
ス
教
授
の
刑
法
皇
講
義
だ
：け
.を
き
1-
'
.て
い
^

1

ガ
ン
ス
と
ザ
ヴ
ィ

-
1

丨
は
べ
ル
リ
ン
大
学
の
ニ
名
物
教
孩
で
あ
つ
ム
が
、
こ
の
ニ
人
は
か
ね
て
論
敵
で
あ
ゃ
た
。
¥

の
創
唱
者
で
自
然
法
の
存
在
を
認
め
な
い
。
' 

こ
れ
に
反
し
：て
ガ
ン
ス
は
、
熱

烈

な

サ

ン

，
シ
モ
ン
主
義
者
と
.し
て
、.

過
去
に
向
う
歴
史
_

派
に 

対
し
て
未
来
の
方
を
向
く
と
こ
ろ
I

ン
，
:'
'■シ
i

ス
A

を
対
立
さ
せ
る
。

ガ
ン
ス
は
人
格
の
：完

全

な

解

放

と

社

管

根

本

的

改

造

を

目

標

と

す 

る
す
べ
て
の
||

画

に
対
し
て
#

意
を
.
_い
だ
ー
い
む
お
り
、：

か
ね
て
サ
ン
.
•
'シ
モ
，.ン
と
サ
シ
'

シ
モ
ン
：派
に
紙
く
傾
倒
し
て
、.
.
，こ
れ
と
へ
ー
ゲ
ル
と
：
 

を
結
合
、

調
和
し
よ
う
と
は
か
る
0

:
ガ
ン
.ス

は

そ

の

著

(
R

cl:
e
k
l
b
l
i
c
k
:
a
:
u
f

:-p
e
r
s
o
n
e
n
u
，

拷

:

パ
リ

.に

滞

在

し

た

爸

晚

の

こ

と

を

回

想

し

て

、

'
.サ
ゾ

.
シ
：辛
ン
派
の
人
達
と
出
会
：つ
：.た

と

と

、
，
：
彼

ら

を

尊

敬

し

.て
：い.た

と

と

な

ど

を

物

語

.つ 

て

.1
'る

ザ

ヴ
,
ー
ー
 

：

や

：
へ

ー

ゲ

ル右
派
ゆ

入

.々と

激

■七

レ論
#
を

し

て

，い.た

と

：、の

自

由

主

養

：：
へ
丨

^

ル
.派
の
ガ
ン
.ス
'が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
た
新 

思
想
.

^

5

 

ガ
ン
ス
の
I
偶
で
は
、

サ
ン
.
ク
.、モ

ニ
ス
ム
の
研
究
が
盛
ん
で 

あ
‘
つ
た
'

が
、
.：：

こ
の
ど
，̂
は
左
派
-

つ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
.し
、
ま
た
フ
才
ィ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の

「

キ

リ

ス

ト

.

.

.

.若

き■プ

ル.
.ク
ヘ
ス
.
.と

サ

：
.ン
：
：

ゾ
.
.モ
_'
!
.ス
..ム
..
.
. 

■'

為
„



' 

• 

1 

ニ 

三ニ〇

)
：

'
 

教
の
本
質」

.に
4
恐
ら
く
若
干
の
影
響
を
与
え
た
-%
の
.と
思
わ
れ
る
。
：
 

.

.-

j
八
三
一
年
に
’

へ
I
ゲ
ル
が
死
ん
で
か
ら
、
ガ
ン
ス
は
ベ
ル
リ
ン
で
法
律
、
歴
史
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
史
を
講
じ
た
が
、
，大
講
堂
は
文
字
通
り 

聴
講
者
.で
あ
ふ
れ
た
。
，そ
の
聴
講
者
の
中
に
は
学
生
：0
外
、：

)

官
史
、へ
士
宫
、
：文

.
^
関
心
ゼ
も
つ
•す
べ
て
の
人
々
、
い
わ
ゆ
る「

ベ
ル
リ
ン
の
全
部」

：
が
含
ま
れ
て
い
.た
。
自
由
人
ガ
ン
ス
の
、
大
学
で
の
み
許
さ
れ
て
い
.た
自
由

.な
講
演
が
聞
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
：彼
は
大
学
の
自
由
を
実
際
■に
利
用
し
た

一
人
で
あ
.っ
た
。
彼
は
書
物
の
中
で
は
到
ぼ

^

べ
る
こ
と
が
で
き
、

.

.
'

■
.
■■
:
 

.

.

. 

/ 

-

.(

1)

- 

.....
 

, 

.

.な
い
..よ
ぅ
.な
こ
と
を
講
義
，-

3
と
く
■■に
；フ
ラ
ン
ス
革
命
を
礼
讚
し
て
や
ま
.な
か
っ
.た
。

.V

.マ
ル
ク
ろ
は
ー
ノ
へ
八
ヨ
八
年
の
夏
学
期
に
も
ガ
ン
ス
ゝ
の
へ
^
 

マ
ル
ク

ス

：が

い

か

に

ガ

ン

ス

の

：講

義

に

ひ

.
か

れ

て 

い
た
か
、
こ
の
両
課
目
に
対
す
る
ガ
.ン
ス
の
評
点
が
い
ず
れ
も「

格
別
の
精
勤」

‘
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
よ
く
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

(

1)

0
«
. 

o
s
i 

o
w
.

• 

，
.

八

、、/.
 

.

.

.

. 

.

.

.

.
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V
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.

1

,'
•
' 

. 

. 

. 

V 

. 

■
 
.
 

.

.

.

.

.

.

.

. 

:

.

 

,

.
.
.

^
ン
.
シ
モ
ン
の
思
想
は
ド
ィ
ッ
に
い
か
な
る
方
法
で
、，
し
か
も
.い
つ
頃
は
い
っ
て
.い
っ
た
で
あ
ろ
ぅ
か
。
.

.:

サ
ン
.
シ
モ
ン
の
'弟
子
達
は
ド
ィ
ッ
■に
.布
教
の
た
め
別
殺
使
者
を
派
遣
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

一
八
三
〇
年
、
；ド
ィ
ダ
に
胄
ほ
の
&
的
で 

サ
ン
：
ゾ

モ

ン

の
主
著「

新
キ
リ
ス
ト
教」

•を
初
め
そ
の
他
二
三
の
著
書
に
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
.エ

(Jules 

c
h
e
v
a
l
i
e
r
)

の
解
説
を
つ
け
て
ド
七
ッ
の
諸 

■大
学
の
主
な
る
教
授
へ
:#
0
^
:
:と
.の

解

説

；の

中

で

；シ

'チ

ヴ

ァ

ヴ

.
キ

 

宗

教

的

、 

科
学
的
、
産
業
的
社
会(

§
0 

s
o-g
:
t<T
>
'J.JL
W-
ぎ

g

pa
e
n
§

q
u
e
,

 industrie.lle) 

'の
到
来
す
べ
き
こ
.と
を
付
け
加
え
た
。
こ
れ
が
恐
ら
く
、
サ
ン•

.シ
'
.モ.ン
.の
^
想
が
.ド
.ィ
.ッ
.に
...
知
ら
.れ
.た
最
初
で
ぁ
ろ
ぅ
.と
思
ゎ
れ
^
。
'こ
の
.頃
、'「

宗
教
と
哲
学
.に
関
す
る
.ュ
.
i
.ジ
、エペI
ヌ
_
, ロ
.■ド
.リ
ゲ
X
の
書
簡」

.

p

f
 

I

f

 

W
I

I
 

と

そ

の

附

録

「

レ

ツ

シ

ン

グ

人

類

，の

教

育
」

の

纪

が

出

版

さ

れ

|

、

こ

^

^

i

 ̂

 ̂

^

^

Q

i

s

l

は1

八
三
ー.ー
年
ー
月
卅'一

日

の

同

誌

上

で

、

こ

み

I

の
と
と
.
 

に
1

し
て
、
こ

の

事

か

ら

サ

ン

备

一

 

八
三
；
：ー
¥:
七
弓
' 
サ

ン
•
シ
モ
ン
派
の
ア
ル
レ

丨
ス
•
デ
ュ：

ブ
丨
ル
''

I

s

 

l

r)

が
ア
ン
フ
ア
ン
タ

ン
教
父
に
-
.
，自
分
は
近
く
ド
イ
ツ
I

行
す
る

が
、

そ
の 

時
に
4

 

•
シ
モ
ン
派
の
小
冊
子
を
携
行
し
味
！

.し
た
ぃ
が
と
の
相
談
を
も
|

ん
だ
時
に
、
.
ア
ン
フ
ア
ン
タ
ン
は
、：
狂

喜

し

：
て
こ
の
申
し 

出
を

ぅ

け

い

；：
れ
、

す
ぐ
次
の
よ
5

.

に

答

え

て

：
い
る
？
 

.：

.：:

.
'

「

我
々
は
こ
れ
ま
で
、
ド
イ
ツ
と
一
は
S

直
接
：に
何
に
^
 ̂

シ
モ
ン
の
教
義
f

イ

ツ

I

つ
.で
ゆ
I

 

初
の
人
の
I

t

こ
I

喜
ぶ
I

I

(

1)

w
i
n
e 

 ̂

0 

サ
ン
•

ン
派
め
指
導
者
の
一
人
で
、
ド
r 
ノ
|

|
を
旨
^

V

-这
J 
く 

.

を
師
サ
ン
'.
’シ
モ
シ
：
の

先

駆

實

 

ン 

 ̂

A 

r 

h 

V
. 

 ̂

 ̂

^

■ 

■
■

■

..、
 

. 

■/ 

.

■

.

■

-

 

.

 

.

 

.

 

上

.

.

.

.

.

I

-

.
 

.

.'

.

.

I

.'

.

 

.

-

.
.
.
.
.
.

 

■

-

U

+

.

.

:

-

:

■
 

,
 

-
 

>
' 

-

■

■:
■

y

 

■
 

.
'
:
' 

:

:

.
:
.■
■,
■
- 

■

■.
' 
:

.

.

.

. 一
 

... 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

. 

/ 

. 

:
.
.
.
. 

. 

.

.

.

.

. 

•

'.
.

へ

、

..

シ
モ
ン
は
タ
し
I

国
フ
ラ
ン
ス
以
外
で
は
全

為

ら

れ

な

か
ら
"
た

。
：：そ

の

弟
^̂ 

同

じ

く

フ

ラ

ン
f

外
.で
を
严
と
知
ら
れ
て
し

な
力
つ
次

へ
七

月

袤

は

久

し

く

死

灰

同

様

で

あ

つ

-た
ド
ィ

ツ
の
自
由
主
義
連
動
を
力

強

く

再

燃

さ

せ

た

が
、

ハ
 

こ
の
革
命
は
ま
た
世
人
を
サ
シ
：.

i

益

浩
き
マ
ル
ク
ス
と
サ
ン
.

シ
モ
ニ
ス
，ム

• 

.

. 

1

三 

)



-
ド
イ
ッ
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。.
尤
•も
サ
ン

•
シ

モ

ン
の
名
が
初
め
て
ド
イ
ッ
の
ジ
ャ

I

ナ
リ
ズ
ム
に

現
わ
れ
た
の
は
、

こ
の
革
命
よ
り
数

. 

-

年
前
の
一
八
ニ
六
年
、
す
な
わ
ち
サ
ン•

シ
モ
ン
死
去
の
翌
年
の
こ
と
、

ベ
ル
リ
ン
で
発
行
さ
れ
る
ブ
ッ
フ
ホ
ル
ッ(

B
u
c
hholtz)

編

集

の

「

ド

-
■■
■■
■■
■
 
V-

 
■

 
-

 

■

 
•

 

■
 
•

 
,

 

-
*

 

..
 

(

1〕

..

.

.

イ
ツ
新
月
刊
誌」

.(N
e
u
e

 Monatsschrift fiir 

Deutschland) 
•
に
サ
ン
シ
モ
ン
に
関
す
る
長
い
論
文
と
飜
訳
が
掲
載
さ
れ
た
が
ご
こ
れ
ら
の
論 

文
と
飜
訳
の
題
名
は
い
ず
れ
も
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
サ
ン•

シ
モ
ン
の
名
は
久
し
く
ド
イ
ッ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
姿
を
消
し
て
；い
た 

が
、
七
月
笨
命
を
機
と
し
て
再
び
力
強
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
登
場
し
て
き
た
。
こ
の
よ
ぅ
に
ド
イ
ッ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
.ム
.の
サ
ン
，
シ
モ
シ
へ
の 

,

関
枚
を
誘
発
し
だ
も
の
が
、；
直
接
に
ば
七
月
革
命
に
よ
る
自
由
电
義
.の
再
燃
に
.速
な
^;
も
^
で
_あ

を

こ

と

は

無

論

の

：
こ
：
と

で

あ

'る

が

、
.
一
根
本
的
に 

.

は
、
'
さ
き
に
述
べ
.た
.如
く
、
こ
の
年
.

(

一
八
三
〇
年

)

に

サ

ン

：
ゾ

モ

ン

，の

弟

子

達

が

r

新
キ
リ
ス
ト
教」

を
初
め
若
干
の
サ
ン
，
.
.シ
モ
：
ン
.
派

の

小 

.
冊
子
を
宣
伝
用
上
し
で
ド
イ
ッ
の
諸
大
学
の
主
な
る
教
授
達
：に
送
附
し
：て
お
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
.

.
:

一
八
1
10:
年
十
月
：以
降
/'
公
刊
さ
れ
た
サ
ン
.
シ
.モ
シ
.な
ら
び
.に
サ
ン
:.
'
;タ
.モ
ン
：
学
派
に
関
す
る
ド
イ
ッ
人
の
著
書
、：

論
文
、
飜
訳
の
数
は 

' 

.急
激
に
增
加
3

^
い
る
。:
バ
ト
ラ
|
は
ぞ
の
著「
广
イ
ッ
に
お
け
る
_
ゾ
ン
シ
モ
：

n

派
.の
宗
教」

：
の
中
で
こ
の
時
期
に
発
表
ざ
れ
た
、
サ
ン
•

シ
.

モ
ン
な
ら
び
に
サ
ン
:
ゾ
モ
：

V

学
派
に
関
す
る
著
書
、
論
文
、，
註
釈
、
飜
訳
等
の
数
に
つ
へ
い
て
丹
念
に
調
查
し
た
結
果
を
表
示
し
て
い
る
が
、
そ

.

 

•

 

•
.

 

‘ 
..
..
 

.

れ
に
よ
。る

とA
u
g
s
b
u
r
g
e
r

 

A
l
l

oqe
m
e
i
n
e

 

Zeit

目g

が

、

一
八
一
ー
ー

0
年
十
月
七
日
掲
載
の
最
初
の
記
事
以
来
約
七
〇
を
数
え
て
：お
り
、

M
o
r
-

 

g
e
n
H
a
t
t

 

fg:
:
. geb

i
l
d
e
t
e

 s
t

p:n
d
e

は
同
じ
く
同
年
十
月
廿
日
の
最
初
の
記
事
以
来
約
廿
五
、；A

u
s
l
a
n
d

紙
は
十
月
廿
日
以
来
約
四
〇
、A
u
_

.
g
e
m
e
i
n
e

 

K
i
r
c
h
e
n
z
e
i
t
u
n
g

は
十
月
廿
三
日
以
来
約
一
：ー
六
と
い
ぅ
騖
く
ほ
ど
多
数
に
及
ん
で
い
る
。
：
こ
れ
を
見
.る
と
七
月
革
命
を
機
と
し
て
"

.

サ
ン

•

シ
モ
ン
運
動
に
よ
せ
ら
れ
だ
ド
イ
：ッ
人
の
関
心
の
.並
々
で
な
か
0
.
た
こ
と
が
、

は
っ
き
り
と
ぅ
か
が
わ
れ
る
。

-

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

J 

. 

.

.

.

特
に
サ
ン
：•
シ
モ
ニ
ス
ム
に
対

す

るA
u
g
s
b
u
r
g
e
r

 A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
.
z

'a>
i
t
u
n
g

の
論
調
は
、

こ
の
新
聞
が
多
く
の
著
名
な
寄
稿
者
を
も
っ
て

. 

'い
る
世
界
的
に
有
名
な
大
新
聞
で
.あ
る
だ
け
に
特
に
注
目
す
ベ
ぎ
で
あ
る
。
サ
ン
ぐ
シ
モ
ン
関
係
を
主
と
し
て
担
当
し
た
の
は
三
名
の
同
紙
の
パ

»

 

•

リ
通
餘
員
で
ぁ
っ
た
が
，
同
紙
の
か
ね
て
標
榜
し
て
ぃ
た
記
事
の
不
偏
と
公
正
と
ぃ
ぅ
こ
と
は
こ
れ
ら
通
信
^

の
サ
ン
：

シ
モ
ン
関
係
の
記
事
に

惧
^

^

、
"

のt

ン
.

”
で

,

対
す
る
態
度
は
i

し
て
い
え
ば
、
概
I

I

は
な
く
、
：こ
i

し
て
多
I

紙
は
好
意
の
義
心

の
f

 

ロ

- -
;

_

|

と
l

-.
c
>立
f

f

g

は
I

篡

紙

で

お

C

こ
の
新
聞
紙

が
''
実 

i

f

 

『

l

i

i

f

 

i

l

l

 
け
で
あ
る 

ド
ず
ノ 

D

—

、

‘ 

.

■

節
度
を
忘
れ
た
狂
気
じ
み
た
攻
撃
的
囊

I

I

い
ず

I

i

.の
幸
痛
I

T ,
r
、
丨

、

‘
’，

ン
主
義
者
に
つ
い
て
の
消
息
を
求
め
て
I

:
 

I
サ
シ
，

自
分
本
.
 

来
の
幸
象
思
ぅ
矿
に
.
ま
す
社
会
全
体
の
幸
福
め
た
め
に
働
く
こ
と
|

る

る

と

'
皮

 ̂

&
 

<

1

;
 

•

や
社
会
に

と
つ
て
真

翁

.

利
な
士
事
ち
_

杓

こ

パ，

？)

' 

' 

:
■

>

.:
'

、

、、.
、
主
義
者
は

人

間

の

息

の

感

情
 

一
，こ
卜
へ
：

i
 

_ 

架
空

f

 

I

す
る
も

の

I

Q

と
し
1

ら
を
非
難
し
.
て
い
る
。

ゲ
-

テ
|

た

サ
^

シ
モ
ニ
：
ス
A

'

',
,

'

-

v

-

:

r

:
 
. 

v
.

 

:

.

:

..

■

'

.
: 

: 

一

.

■
■

:

.

.

 

-

-;

;

.

. 

>

\

1

ケ 

s

s

o

o
 
 ̂

o

n

 

o
t
l

 

V

十' 

V

 

7 

ん

-

2
V
 

f

 

P 

S

I

S

.
 

i

 

o

o

s

g

 

p

p

(

3

)

-

'

 .'
B
u
t
l
e
r
;

 

o
p
,

 

c
i
t
.
,

 

p
.
:
‘61
-
-62.

'
、'

(

4) 

Butler ;.0p
,
c
i
t
.
,
H
62r

6a

 

' 

V

(

5)

 

B
u

t
l

e
r

;

 

o
p

.

 

d
t

.
'

p
,

 

6
3

.
,

(

6

)

ゲ—

テ
が
後
ま
で
も

t

ン
•シ
モ

ニ
ス
ム
に
好
意
を
も
つ
て
？

、
ぞ

、
'

し
た
こ
と
で
も
明
ら
か
で

あ

る

。

I
c

h
t

h
a

l
.

 

c
u

e

 

e
t
1

テ

：

t

彼
力
ヵ
丨
ラ
ィ
ル
に
サ
ン

•

シ
モ
ニ
ス
ム
か
ら
遠
の
く
よ
ぅ
に
勧
告

.

■

g

 

&

l

a

l,
c

u
e

 

e
t

 

l
e

 

S

I

丨s

l

l

.

 

(

f

 e

 

h
i

s
t

o
r

i
f

 

I

I

.

' 

.

. 

.

. 

-

\

 

-
、入
.

.

.

.

.

.

.

 

.

十
.- 

t 

.
 

-

-

:

 

'

若
き
マ
ル
ク
ス
と
サ
ン
，
シ
モ
ニ
ス
ム

-—
五

(

1

三
三
>

.

■



一.八
三
一
年
の
末
頃
に
な
.っ
て
も
ド
イ
ッ
で
は
遂
に
熱
心
な
弟
子
を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
若
干
の
優
れ
た
人
物
の
注 

n
n

す
る
所
と
な
っ(

I
。
そ
の
優
れ
た
人
物
の
一
人
は
著
名
な
法
学
者
ヮ 

> 
ン
ヶ
I 
ニ
ヒ
博
.士 

.
(warnkanig )

で
あ
っ
た
0
 

.,
'■ヮ
：ル
シ
ヶ
：
r 一
 I..

匕
ほ
.
--
&

る
関
係
を
究
明
し
た
論
文「

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
法
哲
学」

を

雜

誌「

外
国
の
法
学
及
び
立
法
批
判
時
報」

のz
e
i
t
l
s
t

 

fiir 

Rechts-

,
:
•て
 

I
 

■ 

. 

(

2

)

:

-
 

• 

•

.勾 iss

s-schaft 

_

dQi
t
z
g
e
b
u
n
g

 des 

A
u
s
l
a
n
d
e
s
)
.

に
発
表
し
た
。
.

. 

• 

-

/'
'.
.
. 

. 

.

.. 

- 

.

•*
:

. 

(

3) 

こ
の
論
文
の
中
で
ヮ
ル
ン
ヶ
ー
ニ 

.ヒ
は
サ
.ン
•

シ
モ
ニ
み
ム
を
プ
ラ
ト
ー
ン
の
共
和
国
や

ト

I

マ
ス
，
モ
ア
の
思
想
や
デ
ィ
ド
ロ
の
自
然
法
典 

と
全
く
同
様
な
一
つ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
認
め
て
は
い
る
が
、
し
か
し
、
サ
ン
•
シ
モ
'1

ス
ム
の
構
想
が
遙
か
に
実
践
的
で
あ
る
と
い
ヶ
こ
と
を
認 

め
て
、
次
.の
よ
ぅ
に
述
べ
て
い
る
。

「

世
人
を
サ
ン
•'
シ
モ
ン
の
教
え
.に
O'
-
き
つ
け
る
も
の
は
決
し
て
そ
^
が
新
し
い
と

い
ぅ
興
味
だ
け
で
は
な
い
。

彼
ら
の
教
説
は
現
代
の
激
動
1
 

■:

の
：真

中

に

あ

：
う

で

、
：：
每

0.
フ
'ラ
：
シ

ズ

：：国

民

媒

 

■今

日

：
の

諸

事

態

は
ノ 

プ
ラ
シ
ス
の
自
由
主
義
の
諸
原
理
が
専
ら
消
極
的
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
社
会
制
度
の
解
体
と
破
滅
し
か
も
た
ら
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
；い
ぅ 

こ
と
、
殊
に
こ
.の
原
理
が
教
養
あ
る
す
ベ
て
の
人
々
を
鼓
舞
す
る
と
：こ
ろ
の
宗
教
的
感
情
を
満
足
さ
せ
る
力
が
な
い
と
い
ぅ
：こ
の
豪
鬱
な
真
理
を 

日
_
1>
に

証

：眼

す

石

傾

向

が

あ

.る
。
>他
方
：に
お
い
て
、
べ
フ
ラ
^ :
ス
(0
.聖
職
者
办
胸
中
に
発
達
1.
:
^

.■

.

* 

.... 

.

.

:
ソ.
.
.■.
-
■■
;,

. 

:

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

■
■
■
■ 

.

:

:

 

- 

..... 

“ 

-
■
- - 

:: 

...
 

.

.
•
■
■
■
.
 

一
.
:
-
.
.
-
. 

.
'
' 

, 
'
■
-
.
.

こ
の
よ
ぅ
な
成
果
を
獲
得
す
る
資
格
を
も
た
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
か
ら
人
々
が

、

現
代
の
科
学
や
.
*明
と
相
並
ん
で〗

叫
進
す
る
こ
と
：
 

が
で
き
.る
よ
ぅ
な
宗
教
的
体
制
に
.心
が
ら
愛
着
を
•覚
え
る
と
い
ぅ
こ
と
は
、
驚
か
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
ぅ
か
。」

.

:
ソ
更
に
ヮ
ル
ン
.ヶ
1

-=
.
.ヒ
は
サ
ン
‘
シ
モ
ニ
ス
ム
と
ド
イ
ッ
古
典
哲
学
と
の
関
釋
に
.つ

.^
て
述
べ
て
い
う
に
は
、
サ
.ン•

シ
モ
土
ス
ム
は
ド
イ
ッ 

1
民
に
と
っ
て
、
何
ら
新
し
；取
C
と
を
教
え
.な
い
。.
と
い
ぅ
の
は
サ
ン
•
シモ

：.

ン
：派
の
.教
義
の
言
明
し
て
い
る
思
想
の
大
部
分
は
、
.す
'で
に
ヵ
ン 

ト
、

ブ
ー

ゴ
I

V

:

シ
エ
ー
リ

ン
グ
、
へー

ゲ
ル
ら
に
よ
つ

て
認
め
ら
れ
V

か
つ
表
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「

ド
イ
ツ
に
と
つ
て
サ
ン
,
シ
モ

ン
主
義
者
の
所
謂
震
し
い
学
説A

J

い
う
よ
う
な
も
の
は
な
い
。
カ
ン

K
以
来
ド

イ

ッ

羣

H

 
.

.シ
モ
ン
派
の
体
系
の
基
盤
に
横
た
わ
つ 

V

い
る
よ
う
な
す
べ
て
の
思
想
を
生
ん
で
い
る
。
 

.

サ
ン」

ツ
モ
ン
主
義
者
の
教
義
の
中
S

.
'で
，

ン

ヶ

；
■
二
一

 

上

を

初

め

当

時

サ

シ

•
シ
モ
ン
学
派
の
批
評
の
た
め
に
筆
を
取
.つ.；

た
：著
作
家
や
訳
者
の
数
は
決
し
て
少
な
く
は
な
か

つ
た 

が
、
去
れ
ら
：の
批
評
家
が
一
斉
に
ロ
に
す
|

と
は
、
今
日
サ
ン
.

.

シ
キ
ン
主
義
者
は
ド
イ
ッ
：の
門
戸
を
叩
い
て
、
聴

衆

塞

^

い
る
が
、
’ 

そ
れ
は
空
し
い
努
力
で4

る
。
ド
イ
ッ
は
こ
：の
よ
う
な
歡
的
I

鹿
げ
た
事
に
注
■

払

う

に
は
：虞

に

堅

固

多
^̂
^

:余
り
：に
哲
学
的
，
I

い
訓
練
を
う
けH

い

兔「

ド

イ

ッ

人

は

プ

：
ロ
テ
ス
：
タ

.X

テ
イ
ズ
み
の
輝
く
醫
を
着
.て
、:
羣

の

剣

を

さ
し
て
ぃ
る
の
で 

不
死
身
で
f

。
:
サ
ン
;«
シ
キ
.：ン
_

|

動
は
ド
イ
ッ
で
I

し
て
有
力
と
な
：る
こ
と
は

で

き

な

い

で

あ

管

と
主
張
を

。

..

と
こ
ろ
^
事
実
は
こ
^

ち

め

雇

裏

切

つ

て

、

ザ
ソ

，

•

シ
モ
シ
主
義
の
運
動
は
ド
イ
.ッ
；で
日
増
し
6

盛
と
な
り
、
こ
れ
に
.関
す
る
書
物
は 

知
ら
ぬ
間
I

兄
、
，
相

次

：い

で

い

ろ

.
い

I

雑

誌
.の
.中

で

論

評

さ

れ

、
.
.
.
サ

ン

ン

 ̂

f

b

 

f

翻
訳
な
ど
が
続
.々

と
出
版
さ
れ
て
、
}

よ
う
に
読
ま
れ
、
パ
リ
を
舊
す
る
ド
イ
ッ
人
は
学
テ
.イ
ブ

！

ホ
丨

ル

I

 

g

!) 

の
集
会
を
の
S

て
、
'帰
国
し
て
か
ら
そ
0
印
象
記
を
出
す
と
V

有
様
で
あ
$

1

時
的
で
あ
：つ
た
と
は
い
え
、
'寒
に
お
け
る
ド
イ
ッ
の 

，
サ
シ
.

.

|

|の
激
3

1
想
像
I

る
。
善

X

V
シ

モ

ン

派

の

I

|

_

 閨
秀
ラ
.

I
 ル
'
I

s

l

t

 

I

I

,
は
^
^
^
^

.

1

1

 

|

|)

：|

|

ん
2

爽

桌

|

「

地
球
|

は
|
^
^
^
^

つ
I

す
引
f

、
i

し
、
'プ
I

s

嘴

言

及

じ

て

'
ハ̂

^

 ̂

•
グ

モ
ン
も
義
に
対
し
て
深
い
注
意
を
さ

I

た
I

な
.か

I

I

參

明

し

て

：
い

今
^
^

若
き
マ
ル
ク
ス
と

サ
ン

•

シ
モ
ニ
ス

~



、
 

. 

:
i

八 

p

m六)
(

9)

' 

. 

. 

' 

. 
ノ
.

そ
の
全
財
産
を
与
え
た
な
ど
と
い
う
蹲
を
立
て
る
な
ど
サ
ン
：
ゾ
モ
ジ
熱
の
程
が
う
か
が
わ
れ
て
誠
に
興
味
深
い
。

ー.
八
三
ブ
ー
年
の
初
め
頃
に
は
、

メ
ッ
ス
の
教
会
ま
で
が
ラ
イ

ン

の
諸
邦
へ
の
伝
道
に
乗
り
出
し
た
の
で
ヵ

ト

リ

ッ
ク
聖
職
者
の
憂
慮
す
る
と

こ
ろ
：と
な
り
、
遂
に
ト
リ
エ

ル
の
大

司
教
ハ
.
マ
^
- ((H

替m
e
r
)
.

は
同
年 
一.-—
*月
：の
初
め
管
下
の
僧
職
に
対
^
て

.

「

サ
ン
'•
.シ
モ
ン
派
め
策
謀」

.

(

ぎ

0
ぎ

J
 
一
 
i

a
§
i)

.と
題
す

る
0
状
を
発
'1
>
て
軽
挙
を
戒
.め
-た
が
、

こ
：の
回
狀
の
中
.で
大
司
教
は
、、
サ
ン」

.

.シ
モ
：ソ
派
.と
い
う
：新
，し
い
異
端
の
教
義
：を
、
：：大
い
に
鼻
持
な
ら

ぬ
？
堅
実
さ
を
欠
い
て
い
る
だ
^
で
な
く
、.
ま
た
国
家
に
七
っ
て
も
も
ヵ
ト
リ
ッ
：ク
教
会
に
^

っ
て
'%
同
様
に
危
険
千
万
の
も
の
で
あ
る
と
非
難
し 

■

へo

)

 

.

た
.の
.で
あ
る
。

■
.
.
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.
.
. 

- 

. 
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• 

•
 

,
 

- 
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p
e
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o
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r
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w
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d seinor 
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A
n
M
n
g
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r
.
:
l
oo
3
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Eretschneider, 

K.; 

D
e
r

 

saint-simonismus 

u. 

d
a
s
O
h
r
i
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t
e
n
t
h
u
m
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8
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A
l
l
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o
p
'

c
i
r
'
p
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.153.:
.
.
.
.
.

(

3

)

こ
の
.頃

ま

で「

自
然
法
典」

..

の
著
者
は
デ
ィ
ド
ロ
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で
.あ
る
。
 

.

. 

.

(
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サ
ン
‘
シ
モ
ニ
ス
ム
の
ド
イ
ツ
流
入
に
.つ
い
て
忘
れ
る
こ
と
め
で
き
な
い
の
は「

若
き
ド
イ
ツ」

派
'

(

青
年
ド
イ
ツ
派
'Da

s

 

I

 D
e
l
h
i
)

の
：文
学
的
運
動
で
あ
る
。
.七
月
革
命
は
ド
イ
ツ
に
民
奎
義
的
傾
向
の
濃
い
：政
治
的
詩
人
め
：マ

治

的

社

会

的

.精
利

的
、
要
求
に
応
じ
て
、
こ
れ
に
奉
仕
す
べ
き
も
の
で
：I

と
考
え
た
。
.
‘
彼
ら
ほ
政
治
的

詩
人
と
い
っ：'.
て
も
、
.
政
府
に
反
抗
. 

す
ベ
き
政
旁
，

と
を
持
ち
合
せ
ン
て
レ
る
わ
け
は
な
く
、

た
だ
文
筆
の
上
で
絶

対

產

に

対

す

る
不
.

_
も
ら
ず
程
度
で
'あ
.っ
て
、
そ

の
活

動

S
一
 

般

の

馨

に

対

よ

、
民

主

襄

|

想
を
鼓
吹
し
' 
宣
伝
す
る
と
い

う
に
す
ぎ
ず
、
I

の
作
品
や
I

は
な
お
多
分
に
〒
マ
.ン
.
主

義

の

遺

物
 

力
跡
を
止
め
て
い
た
。
こ
：の
.種
の
■

者

，
 

ハ
イ
ネ
を
初
め 

と
し
て 

^
 

 ̂

I
 

^
 

^

V

 

h
 

V
. 

i
 

^
 

^
 

i
 

^
 

r
 

0 

T
 

X
- 

«

こ
の
.「

若
き
ド
イ
ツi

派
は
当
時
い
.か
t

評
価
を
う

げ

て
い
た
.で
あ
ろ
う
，

 

エ

ン

ゲ
ル
ス
I

の

ょ

う

な
I

が

.
 

.

 

V

:

.

,
 

:

 

■
‘■■
-
 

，

‘

：

,

.

,

:

_

......

 

.' 

- 

.

.

.

.

.

.

.

「

ド
イ
ツ
文
学
も
I

I

八
8

年

I

事
件(

七
月
革
命)

§

な
立
憲
主
義
，
ま
I

そ
れ
以
上
粗
雑
な
共
和
主
義
が
I

の
：作

家

達

蕩 

を
ば
、
人
目
I

く
ょ
う
な
政
治
的
諷
刺
に
'ょ
ら
そ
補
う
.こ
：と
が
“

詩
で
■あ
れ
、
.小
説
で
あ
れ
、
評
論
で
あ
れ
、'
小
戯
曲
I

れ
^

す
な
わ
ち
反
政
府
的
s

i

か
れ
少
な
が
れ
臆
病
な
表
現
で
満
I

れ

て

い

与 

一'
'.
A
三
'〇

年

以

後

、
：
ド

イ

：
ツ

I

I

 ?

て
：い

直

想

的
1

.

.
 

乱
を
完
成
せ
：ょ
と
ば
か
り
に
、'
こ
れ
ら
.

I
治

雙

対

の

諸

蕭

と

、：：孬

っ
た
フ
ラ
ン
ス
社
塗
義
特
に
サ
ン
.
•シ
モ
ニ
’
ス
ム
と
が
塞
合
わ
さ
れ
て
：い

會

^

そ

し

て

、

こ

う

い

う

異

質

な

な

.思 

想
の
ょ
S

つ
め
S

の
を
ひ
ね
<

1

わ
し
て
い
警
こ
ろ
S

の
一
味
が
：お
こ
.が
ま
：

3

く
も
I

I

イ
ツ」

派
だ
：の

「

近
代
,
：派
だ
の 

と

自

称

を

'い
る
。
.
彼

ら

：は

そ

，
の

後

自

ら

め

若

気

I

ち

を

悔

い

改

め

た
が

、，
そ

の

文

体

の

方

 

」

'

若
き
マ
ル
ク
ス
と
サ
ン

.
シ
モ
ニ
一
.
ス
ム

■ 

:

\

.

. 

一

九(1

三

七
'-
,



驚
く
ほ
ど
烈
し
V
言
葉
で
あ
る
。

「

若
き
ド
イ
ツ」

派
の
文
学
史
上
.の
業
績
に
対
す
.る
一
般
的
評
価
は
無
論
決
し
：て
芳
し
.い
.も

，の

で

は

な

か

つ 

:

た
。
と
の
こ
と
は
史
家
ク
ロ
ー
チ
.ェ
に
つ
い
て
み
て
も
わ
か
る
。
.
そ
れ
.に
し
：て
も
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
評
価
が
漫
罵
と
惡
意
に
充
，ち
た
' 
ま
こ
'と
‘に
'1 

:酷
'の
-4
の
で
あ
る
こ
と
.は
明
ち
か
'&
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
筆
者
が
敢
て
エ
y

ゲ
ル
：ス
の
評
言
を
引
用
し
た
の
は
、
右
の
一
節
の
中
に
、
.：

は
：が
ら
ず 

‘も
、
本
稿
の
問
題
と
し
て
い
る「

若
き
ド
イ
ツ」

派
と
.フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
、
.特
に
サ
ン
*
ツ
.モ
ニ
ス
ム
と
の
関
連
が
極
め
て
断
片
的
で
は
b
る 

.が
、H

ン
.ゲ
ル
ス
に
.よ
つ
て
示
唆
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
り
に
エ
ン
ゲ
ル
.ス
が
い
う
よ
う
に「

•ま
ち
が
つ
て
聞
き
か
じ
つ
た
サ
シ
^
>
ゾ
モ 

:

ニ
，ス
ム」

で
あ
.つ
た
に
せ
よ
、
..と
も
か
.
i
p記
の
.ド
.イ
ツ
.，•
ジ
ャ
ー
：ナ
リ
ズ
A
と
相
前
後
し
、.
相
携
え
て
サ
シ
，
•
•シ
モ
ニ
ス
.ム
.を
や
や
系
統
的
に 

'ド
イ
ツ
に
.移
入
し
て
、
' 
シ
ュ
タ
イ
ン
や
マ
，ル
ク
ス
や
真
正
社
会
主
義
の
人
々
に
媒
介
^
'た
.の
は
、
外
な
ら
ぬ
こ
の
.

「

若

き

ド

イ

ツ

」

派

の

人

々

.で 

:あ
つ
そ
、
'-
の
先
駆
者
的
な
讓
は
ロ
レ
シ
ツ
•
フ
オ

ン

.

シ
-
タ
^
ン
や
グ
リ
.ユ
ー
ン
や
マ
ル
ク
ス
等
の
大
き
な
影
に
か
く
さ
れ
て
、：
と
か
く 

忘
れ
ち
れ
が
ち
で
^

る
が
ノ
^

^
ろ
エ
ン
'
.ゲ
ル
ス
/の
嘲
評
に
代
づ
て
-̂
夫
い
-に
感
謝
ざ
る
べ
き
で
^-
り
、
ド
，イ；：

'̂
社
会
田
心
想
史

Q:

上

.で

当

然

然

る 

.、.ベ

.
i

ぎ
.

評
価
が
与
え
^'
る
.ベ
.き

で

あ

ろ.う
.と
.思
.う
。
.
.
'

■ 

■
■
■ 

.

.
■

■
. 

■

-

'■I
-
- 

. 

• 

■
-
 

' 

- 

■
■ 

- 

; 

• 

- 

' 

.

、

-

. 
<
1

)

：
相
良
守
峯
、
ド
イ
ツ
女
学
史
ノ
近
代
篇
、'
五
：ニ
1

S

1

。
：
'
.

■

;

.

'
.
c;:
2)

.
マ
ル
ク
ス
!|
エ
ン
..ゲ
ル
ス
文
学
嗔
術
論
、'
大
月
.撒
、U
七
七
貢
：、:
革

命

と

反

革

命

(

岩
波
文®
版)

；
 

一'-
-
四

丨

ニ

五
-0

^

.

'
,

. 

, 

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.
 

- 

.

.

.

. 

- 

: 

.

»■
.

.

.

.

.

 

.

十

1
1

.ハ.イ

ネ

.、

グ

ツ

コ
I
，

,

ラ

ウ

ベ★

ム
ン
ト
、，
ヴ
イ
ー
ン
バ
ル
ク
を
.一
味
；と
ず
る
..こ.の

「

若
き
ド
イ
.、ゾ

」

派

の

中

で%-
、
特
に
す
ぐ
れ
た
抒
情
詩 

的
天
分
を
以
て
、
こ
の
派
の
牛
耳
を
と
り
、
し
か
も
サ
ン
•
シ
モ
ニ
ス
ム
の
ド
イ
ツ
へ
の
移
入
に
最
も
貢
献
し
た
の
は
，ハ
イ
ン
：か
ヒ
•
ハ
f
ネ
で 

あ
つ
：た

0
 

. 

.

ハ
イ
ネ
は
，1'

七
九
七
年
、
す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
の
出
I

先
立
つ
こ
と
廿
一
.

年
、
マ
.ル
：ク
.ス
.と
同
.じ
く
ラ
イ
ン
地
方
I

V

.

'
る
：
、
舌
5

1

、
 

立
ち
遅
れ
た
封
建
的
ド
イ
ッ
の
中
で
、
•
逸
早
く
資
本
主
義
0
,署
亡
を
放
っ
こ
f

 

ノ 

•
 

' 

■ 

B
力

I

I0
-

: れ：：r :

續

.て
I
る

力

V

イ
ネ
は
実
に
そ
の
--
*
人
で
あ
っ
た
。

:

し

：

.
,

倉

の

こ

の

町

は

政

I

に
お
い
て
も
教
育
上
I

い
て
も
.フ

ラ

ン

ス

の

統

窄

に
お

.

か
れ
、
.ラ

イ

：ン

敗

方

の

人
f

i

、
：こ
れ
ま

.

で
の
封

ボ
レ

I

対
l

i

民
、

I

I

I

感
謝

|

の
念

|

な
ら

|

の
で
ぁ
0 . 

ナ
ノ
会

h

u

M

l

i

f

i

f

、
I

ラ
ン
ス
支

f

時
代
で

I

。
し
が

i

l

f

束
i

ゥ
ィ

潔
：
:

M

l

y

p

i

l

i

u

i

l

 

ハ
イ
ネ 

I

の

じ

く

初

I

大

雪

次

い

で

、
ゲ
ッ
I

ン
大
学
を
経
て
、
ベ
ル
リ
シ
大
学
で
文
学
と
法
学
I

び
、
こ 

M

こ
当
代
の
？

：

レ
.

—

ゲ
.ル
や
.
.
i

,ル

の

霧

い

る

4
 

U

ナ
こ
と
は
X

J

を
し
.て
.人
類
の
解
I

E

t

:の
政
治
的
^

6

“

4

^
実
際
的
闘
争

I

上
I

の
は

I

：
r

 (

ユ
タ
ャ
I

患

の

麗

闘

争

の

|

の

能

力

裏

l

i

目

的

と

：し

て

数

名

：の

^

^
 

て
5

さ

れ

こ

.

'

若
き
マ
ル
ク
ス
と
サ
ン

‘

シ：キ
4

:

ス
ん

.

:

.:
 

'
■

. 

.

; 

ニ
ー 
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.へ
ガ
グ
スV

は

-*
方
に
お
い
て
へ
t
ゲ
ル
哲
学
を
奉
ず
る
と
共
に
他
方
ぬ
お
：い
一
て
サ
ン
：：*'
^:
モ
そ
ス
ム
.に
深
く
傾
倒
し
、
こ
©
1
:
5 

調
和 

を
は
か
^
ん
^;
1>
た
。
：4

ル
'リ
ン
.大
学
在
学
中
の
%

ル
タ
：：
ス

ぼ

と

の

ガ
.ン
ス
の
刑
法
と
プ

>
シ
.ャ

S
法
の
講
義
に
出
席
し
：
、
' 特
ぬ
こ
の
両
科
目
を 

「

格

別

匕

勉

強

し

ユ

し

た

と

い

ラ

こ

と

が

大

学

当

局

の

講

評

ヒ

記

さ

れ

^
い
る
ネ
恐
ら
く
マ
ル
タ
片
^̂

.
サ
ン
:
•
.外
モ
斤
^

';
.

'

.

■

.リ3
か
し
？
.：と
の
協
会
を
通
じ
て
試
み
ら
れ
た
ユ

〖

ダ
.ャ
人
解
放
連
動
も
、

\

結
局
の
と
こ
み
：、'
ダ̂
：ヤ
人
大
衆
の
偏
狹
と
無
理
解
.の
た
め
に
失
敗
し 

て
し
ま
っ
た
。
：：し
か
し
、''
被
庄
迫
者
と
し
で
の
ハ
イ
ネ
の
脳
裡
に
は
：、
追
害#
.へ
の
憒
り
と
憎
し
み
と

ti

ダ
ヤ
人
の
権
利
と
市
民
的
平
等
に
対
す

る
悲
願
と
は
彼
の
生
涯
を
通
じ
て
、：'彼
の
い>

0

い
ろ
の
作
品
の
中
に
様
々
の
形
で
反
映
.さ
れ
た
の
で
あ
る
。

'

. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

' 

,

■
 

.

.:■
■
.
ニ

'

.. 

ノ 

• 

.

.

. 

•
 

•

V

人
.

.:

,

\

..
:

:
 

... 

•

\

ー
<
—:
1

0

年
に
勃
発
し
た
フ
ラ
ン
ス
.の
；七
月
革
命
は
、
か
ね
て
ド
^:
ツ
の
依
然
た
る
封
建
的
絶
対
主
義
と
そ
の
卞
に
呻
吟
し
て
い
る
ド
イ
ツ
民

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

衆
の
みP

 

'め
さ
ど
無
気
力
さ
と
.に
政
治
的
絶
望
を
感
じ
て
ぃ
た
ハ
イ
ネ
の

心
を
：太
き
く
ゅ
り

動
か
し
た
？

い
ま
や
自
由
の
国
フ

ラ
'/
.
ス
で
は
封
建

制
の
.最
後
の
吊
鐘
が
な
り
、
；
夂
し
.
い
待
望
の
新
し
v>

入
類
の
自
由

ぐ
の
.門
戸
が
開
か
れ
た
と

、，
イ
ネ
を
狂
喜
さ
せ
：た
。
.

こ
.
の
：革
命
の
反
響
は
.た
し

か
'に
全
.ョ
ー
ロ
'ッ
パ
的
で
は
あ
づ
.だ
が
、.：ド
イ
'7
,
で
は
若
干
の
小
波
瀾
を
0:
ぞ
い
て
は
、
依
然
と
へ
し
て
動
揺
し
な
が
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
こ
の
革
命

-

 

-

■

■

.

■

:

に
奮
い
立
っ
た
の
は
:'
一：般
-

で
は
な
く
、T

ル
ネ
、
.

.

ハ•イ
ネ
"
グ
ツ
3
丨
フ
。フ
ラ
ー
テ
ン
な
ど
の
文
学
者
：を
含
む
一
部0

自
由
主
義
者
だ
け
，

. 

- 

. 

. 

-

で
あ
っ
て
、：
彼
ら
の
ー
'時
的
な
昂
揚
も
、
.ま
も
な
く
政
府
の
弾
庄
の
前
に
消
え
て
し
ま
：っ
た
。：

'

:

:

フ

ラ

.ン

ス

に

は
明

る

い
自
由
と

民

主

主

義

.ど

が

あ

：
る

：。
：
か

ね

：て

祖

国

(

の
惨
め
■さ
、
賴
り
な
さ
、
加
：え
て
官
憲
の
田
迫
：に
苦
し
ん
で
ド
イ
ツ
脱
出 

を
考
え
て
い
た
ハ
イ
ネ
^

一
八
三1

年
五
月
、「

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
.一
：
般

新

聞

」

.
の
政
治
通
信
員
と
し
て
パ
.リ
に
移
住
し
た
。ぺ
あ
た
か
も
マ
ル
ク 

■

ス
が
資
本
主
義
生
産
方
法
を
研
究
す
る
た
.め
'の
典
型
的
な
»'
と
.し
て
ィ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
を
選
ん
：'：

u

よ
う
に
、
.
ハ
イ

ネ

は人
類
精
神
の
自

由

と

•

 

ザ
.

 

し
':

■

パ
リ
を
.選
ん
.だ
と
も
..い
.
.ぅ
.
こ
と
が
で
き
ょ
ぅ
。''
'
;
,
.
.
.

ィ
リ
て
新
I

者
i

っ
た
ハ

I

は
、

ド
イ
ッ
I

し
：て
は
、

7

ラ
ン
：ろ
の
情

勢

S

い
，て
報
道
し
、

フ
ラ
シ
ス
：に
対
し
て
本
ド
イ
ン
の
哲 

.

学
、
.

文
学
、
囊

な

ど

§

い
：て
紹
介
す

る

，I

つ

秦

^

彼
の
功
績
は
ス
タ
丨
ル
夫
人
の
バr

ド
イ
ッ
論」

.

e

e
 

l

e

l

e
層

：i

l

ぐ

評

価

ぜ

編

：ベ
.：き
も
の
I

る
。
，才
気
煥
発
な
ハ
イ
ネ
ま

パ
リ
の
土
地
を
踏
ん
で
か
ら
、

ま
も
な
く
、
：：ハ
.イ
キ
の
精
神
生
活
に
は
美
な
変
化
が
お
，こ
.
っ
た
。'
'そ
れ
は
彼
が
、

こ

の
地

で

馨

盛

行
の
サ 

て
、
I

全

く

そ

の

虜

フ

ァ

ル

ン

ハ

丨

ゲ
ン
宛
の
壽 

T
T

て

f

目
下
フ
ラ
ン
ス
f

史

秦

ン

•
シ
モ

ニ
ス
ム
S

頭
し
て
い
.ま
ず
。
：が
僕
は
：も
っ
と

研
究
し
：な
く
て
は
な

I

せ
ん」

と
当

時

、
 

新
塁
に
接
し
た
時
の
感
動
し
た
心
境
の一

端
を
拽
ら
し
て
い
■.る
。

'
I

.
力
ら
数
ヶ
月
I

は
、
婦
人
解
放
め
問
題
に
か
ら
む
内
部
対
立
か
ら
次
第
S

え

直

せ

た

。
；
 

一I
I

 

，
シ
2

ス
ム
た
ち
の
集
会
所
は
閉
鎖
を
命
ぜ
ら
れ
、
関
係
者
は
法
律
的
責
任
を

と
わ
れ
る

ぃ
ゎ
れ
た
ァ
ン
フ
ァ
ン
タ
ン
ゃ
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
；

そ
の
他
の
サ
ン

•

シ

モ
-
f

た
ち
と
個
人
的
叛

し
く
接
触
し
て
、
い

つ

し

か

、

こ

の

派

の 

霞
な
信
奉
者
と
な
っ
た
。
左
記
の
ハ
イ
ネ
の
通
信
は
彼
が
一
時
い
定
^

サ

ン

シ

モ

ニ
ス
ム
は
tv

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
一
つ
の
宗
派
で
も
な
け
れ
ば
，:

特
殊
の
結
社
で
も
な
い

し
、
改

良

運

動

で

も

な

：
ぃ
。

そ

れ

は

，
11

ば
0'
'

イ

家
，

キ

リ

ス..ト
の
宗
教
の
範
囲
外
I

’

•.
. 

i
: 

. 

-
- 

'
' 

' 

'
' 

.

.

.

.

,

サ
ン
.
シ
モ
ニ 
■

ス
ム
の
中
に
は
、
_

の
光
線
に
ょ
っ
て
、i

的
並
び
に
個
人
的
存
在
f

ベ

て

の

I

を
.
^

.

想
が
存
在
I

と

If

生
命
力
は
I

本
来
I

ょ
.っ
て
行
動
し
、
契

す

i

強
力
で
I:

こ

の

鐘

の

中

lly
 
”

若
き
.

マ
.

ル
'

ク
ス
と
.
サ
シ
.

.

シ
.

モ
.

二
.

ス
.ム

■
.
.
.
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:

o

;

本
滅
.の
実
在
が
存
在
ず
る
9
::;導
 

,
:

: 

サ
ン•

シ
モ
ニ
ス
ム
は
数
世
紀
.こ
の
方
、
宗
教
、
哲
学
：
教
育
お
よ
び
政
治
が
空
し
く
企
て
た
す
べ
て
の
こ
と
、を
成
し
と
げ
た
。
そ
れ
は
現
代 

の
不
幸
を
救
済
し
、
我
々
の
最
ネ
野
心
的
な
夢
想
で
す
ら
敢
て
待
望
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
よ
う
な
未
来
を
我
々
に
予
見
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

'

そ
の
_

部
分
.や
道
徳
的
部
分
：は
我
ギ
め
聖
火
、
，.我
^

の
f

v>
我
々
の
博
愛
家

.
■

 

•

.

 

.

.

-

 
-

 

.
.
.
.

の
r
も
し
ぐ
は
確
立
し
た
ぎ
4
ろ
：.の
す
べ
ヤ
'の
%:
.の
.の
上
.に
あ
る
？
ど
れ
ら
.め
悤
1

伝
道
ず
る
人
々
は
^

'熱
意
：を
.結
合
す
る
.も
の
、で
.あ
る
：

”
'

 

_

た.ツ
''

.:':へ
彳 

一
'
'
'
'
'
.
彳

 

.

私
.は
フ
ラ
：ン
ス
政
府
が
サ
ン
，
グ

モ
ン
派
の
追
求
を
始
め
た
と
い
5
報
を
聞
い
た
そ
の
日
に
ご
ぬ
信
仰
告
白
を
書
く
の
だ
0
私
は
こ
の
宗
教
に 

限
り
な
<
加
え
ら
れ
る
冷
笑
と
中
傷
.の
真
中
で
書
く
の
.だ
。
‘

'

人
¥
は
と
の
宗
教
を
つ
：ぶ
す
と
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。

'

 

よ

ろ

：し

い

？

私

は

声

_高
く
宣
言
し
.よ

久

.
す
ゾ
ふ
ジ
モ
-

1

;

ス
.ム
.の
今
日
の
形
は
打
ち
砕
か
-れ
る
が
.も
知
ら
ぬ
'?
ノ

• 

-

 
.

 

.
•

 

•

 

•

:

ぬ
。
.：そ
の
上
彼
ら
の
中
に
は
べ
テ
ン
師
や
野
心
家
や
利
a
主

義

者

が

唐

る

こ

：と

%•
考
え
ら
れ
^
い
こ
.と
ほ
な
い
。
し
か
し
そ
ん
な
こ
と
が
何
で
あ

.

 

.

ろ
う
か
。
彼
ら
の
思
想
は
そ
の
力
と
共
に
健
在
で
あ
る
で
あ
ろ
う
。
'

:

私
は
新
教
義
の
最
も
熱
烈
な
讃
美
者
で
あ
る
。，：私
は
ま
す
ま
す
こ
の
教
義
を

■
解
じ
、
そ
1>
て
そ
の
崇
高
な
高
所
.に
の
ぼ
る
た
め
に
私
の
時
間
と
努
カ
と
：を
献
げ
よ
う
と
悤
う
。」

.

.
：

■ 

' 

■
-

一

八

三
五
年
ハ
イ
ネ
は
新
著

「

ド

イ

ツ

に

つ

い

て

」

8
ゅ

1
>
1
1§與
的

|
:
1
8
3
5

)

を

ア

ン

：フ

：
ァ

ン

タ

ン

に

献

げ

て

い

る

す

彼

^ ̂

シ
モ
ニ
ス

ム
を
：「

ど
こ
に
%-
存
在
し
て
い
：る
、
そ
し
て
ど
こ
に
も
存
在
し
て
い
.な
い
と
こ
ろ
の
目
に
見
：え
ぬ
都
会
1-
:
と

呼

ん

だ

。

彼

の

主

著

で

あ

る

「

ロ
’
マ

• 

. 

. 

. 

. 

■ 

■ 

■

ン

派

し

(Die rosantische Schule 

100
3
3

)

や

「

ド

イ

ツ

の

宗

教

と

哲

学

の

歴

史

-(zur Geschichte'der Religion undPhilosophie in D
s
t
s
c
h
-

• 

(

4)

land 
1

00
3

4

)

は
い
ず
れ
も
サ
ン
•
シ
モ
-一
ス
ム
'の
理
論
に
よ
.つ，
て
基
礎
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

' :

.

か
く
の
如
く 
..一
 

時

は

全

ぐ

完

全

な

サ

シ

•

シ
モ
一
一ア
ゾ

と
化
し
た
ハ
イ
ネ
も
、
，
次
第
に
サ
ン

，

シ
モ
一
一
ス
ム
に
対
し
て
批
判
的
と
な
っ
て
い
っ 

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、.：
サ
ン
。
シ
モ
ニ
ス
ム
は
す
で
に
'一
八
.三
〇
年
代
の
初
め
に
、，
フ
ラ
シ
ス
か
ら
ド
イ
ツ
に
移
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ

の
過
程
に
お
い
て
、
.
ハ
イ
ネ
の
著
作
：や
.「

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
，ク
ー
般
新
聞」

へ
の
通
信
が
は
た
し
た
宣
伝
と
啓
蒙
の
役
割
が
い
か
に
大
で

あ

つ

た

か 

が

知

ら

れ

ょ

ぅ

。

試

み

：
に

一

八

§

年
代
の
初
め
と
い
え
ば
、
マ
ル
ク
x

f

だ
十
代 

ド
イ
ツ
に
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
を
初
め
て
組
織
的
I

え
た
5

 

:

と
共
産
主
義

」
(

L
o

r
e

n
z

 

v
o

n

 

s
t

e
i

n
”

 

D
e

r

 

S
o

c
i

a
l

i

震

u
n

d

 

c
o

m
m

g
i

s

謹

t
r

h
e

u
f

へ^

^

1
8

4
2

.
)

.

の
出
版
に

.

先
ん
ず
る
こ

I

十

年

で

あ

る

。

ハ

イ

本

の

先

覚

者

的

努

カ

に

敬

意

：を

払

ぅ

べ

參

|

る
，
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ハ
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.

ハ
イ
ネ
と
マ
"ル
タK

が
初
め
て
会
づ
恕
の
S

A

四
三
年
の
：末
'
^

'へ
こ
れ
f

さ
ぎ
，マ
.ル
ク
ス
は「

1

フ
十
ン
新
歷
が
！フ
ロ
：書

政

府
の
弾
,

の
た
め
.に
廃
刊
の
や
む
な
き
に
至
つ
た
の
で
、
か
ね
て
ル
丨
ゲ
と
計 

'画
1
て
い
た
：
 
一r

f
年

誌

で

発

行

す

る

た

め

に

、；
新
婿
の
エ
v

>

fと
共
に
.、
：'
:
-益

 ̂

:
の
地
に
ぎ
た
？
'マ
ル
ク
ス
が
'
 

パ

リ

倉

た

時

、
：
ハ：イ
ネ
は
I

に
旅
行
し
て
.い
た
。“
ハi

は
I

を
去
つ
て
十
一
一
年
ぶ
り
に
初
め
て
母
親
を
訪
ね
：る

と

含

出 

:

i

者
力
：V

I
仕
I

に
ハ
ン
ブ
.
f

に

帰

暑

：の
：2

る
。
h

1

月

パ
リ
に
戾
り
、
ル
丨
ゲ
を
通
じ
て

初
め

.

て
マ
：
 

ノ

ク

 ̂

マ̂
ル
ク
ス
と
意
外
に
意
気
投
合
し
、
そ
の
後
は
親
し
く
交
際
す
る
こ
.
と
と
一
な
ら
，

:
.
.
.
.
.
.
.

若
ぎ
.マ
.ル
タ
ス
，.と
サ
ン
ぐ
'
シ
.モーニ«

 

.
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ハ

(

二
三
四)

：

た

。「
独

仏

年

誌

」

：第
一
づ
卷
は
翌
ー
：
八

四

西

年

1
ー

丹

下

旬

に

発

行

さ
.れ

た

：が

、.；こ.れ

に
.パ.イ

、不0
作

品
'「

バ
イ
.エ
：ル
：'/
'
:の
：
ル
；
丨

ド

ゥ

ィ

ヒ

王

讃

歌

」

；

(Lobges
p:n

g
e

 auf 

K
6
n
i
g

 L
u
d
w
i
g

 v
o
n
B
a
y
e
r
n
y

が 

.
ハ
イ
ネ
は
こ
の
一
文
を
自
ら
最
も
す
ぐ
れ
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
と
い

.

■ 

...
 

.
 

.
 
.

.

:■
'.
 

.

:■. 

.

.

.

.

.

. 

■ 

.-

.0 

V

^

;■
•
•
'
'

て

.

.-
:へ
_ん
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：
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.
'
:
:
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'
:
'
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:

厳
格
で
容
易
に
人
を
容
れ
為
か
っ
た
マ
ル
'ク
ス
も
ハ
：イ
ネ
に
対
じ
て
終
生
^
珍
し
く
寛
容
で
、
彼
の
た
め
に
友
情
の
数
々
を
：示
し
て
.い
る
。
ま

-
 

- 

• 

• 

• 

: 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

. 

■■ 

.

.
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.

.

.

.

. 

.

.
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I

.た
>>
.イ
ネ
は
マ
...ル
._ク
..ス
.夫
妻
.か

ら

美

学

上

，
の

0
意

あ
?)
:

忠

吿

や

訂'1
£
-を
.ラ

け

た

と.い

わ

れ.て

い

る。
' 

,

パ：

マ
ル
グ

ス

(

は

ハ

：イ

ネ

：の

才

能

を

高

く

評

価

し

、

：
彼

：
の

作

品

に

対

し

て

常

に

敬

意

を

表

し

^;
い

た

。
'

「

マ

ル

タ

ス

は

近

代

作

家

.の

中

で

ゲ

ー

テ

と 

な
ら
ん
で
特
に
ハ
イ
ネ
に
親
し
ん
：だ」

(

メ 
I
リ
ン
グ)

と
い
：わ
：れ

：

「

談

話

の

中

で

ハ

.イ

ネ

や

：ゲ

ー

テ

を

^!
用
し
、

そ
の
作
品
を
暗
誦
さ
え
し
：て
い

(

3
V 

、
.:.パ 

： 

.
■■■——

：

た
一(

ボ
ー
ル

•
ラ

フ

ァ
ル
ダ

)

と

い
わ
れ
て
い
る
0

ハ
イ

ネ

と

初
め

て
会CV

た

頃

の

：
マ

ル
ク
ス
は
ず
で
に
プ
ル
ー
ド
ン
の
'「

財
産
と
は
何
か」

、

デ

へ4)

ザ
ミ
の
:.
,「

力
べ
I
の
無
実
の
.罪
と
そ
の
事
件j

や
ル
：ル
I
、

コ
ン
シ

デ

ラ

ン
等
フ：

ラ

ン

ス
社
会
主
義
者
.の
，著
書
や
.シ；

ユ
タ
.イ
ン
の「

現
代
フ
ラ

ン

ス
の
社
会
主
義
ど
共
産
主
義」

な
.ど
を
«

ん
で
、
サ

シ

.*
■シ
モ」T

ス
ム
.
に

関

ず

る
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邦
訳
マ
ル
ク
ス
年
譜
三
兰
、四
四
、
六
八
。

ハ
イ
ネ
と
マ

ル

ク

ス

と

の
関
係
に
つ
い
；て
は
、
琴

alter Victor ; 

M
a
r
x

 u
n
d

 Heine. 

B
e
r
r
1953. 

(

2)

マ
ル
ク
ス=

エ
ン
ゲ
ル
.：ス

文

学,
芸

術

論
.国
民
文
庫
版
、

一
八
八
。

•

.

(

3)

同
上
、
.:
一
八
ニ0;
..

(

4) 

'
マ

ル

：
ク

ス

年

譜

、

一

八

。
.
 

：

'
,
, 

.

:

.

尚
、
.ハ
イ
ネ
に
つ
い
て
は
井
上
：正

蔵

「

ハ

イ
ン
リ
ヒ•
ハ
イ
ネ」

(

岩
波
新
書)

に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

ア

タ

ム

•
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ス

.ミ
ス

と

，
'エ

マ

ン

ド

V 

•
、ハ
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ク
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一
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人
の
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友
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ニ
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ニ
人
の
交
友
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.

.

.

.
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:ぃ.

A 
•

ス
ミ
ス
■の

名

は

直

ち

に「

諸
国
民
の
富」

と
結
び
^

き

、

E

. 

'、ハ
I

ク
の
名
は
そ
の
著

「

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
省
察

」

.を
想

起

さ

せ

る

o

前 

者
は
イ
ギ
リ
ス
の

産
業
革
命

前
夜
.た
る
一
七
七
六
年
の
出
版
で
あ
り
、
後
者
は
も
ち
ろ
ん
フ
ラ

ン
ス
革
命
勃
発
後
の
1
,
七

九

〇

年

こ

.
現

わ

れ

た

た
 

め
ノ
ス
ミ
ス
と
パ
I

ク
0

間
に
は
い
く
分
の
時
代
の
隔
り
を
感
じ
や
す
い
け
れ
ど
も
、
実
：は
バ
ー
ク
が
ス
.ミ
ス
の
出
生
に
お
く
れ
る
こ
と
は

わ
ず 

力

に

六

年

で

し

か

-^
奇

し

.:
<

も

：ほ

ど

ん

ど

同

じ

年

-#

に
.達
し
た
後
あ
い
つ
い
.
で
世
を
去
っ
て
い
.る
と
.
こ
ろ
か
ら
、.：
一、一
人
を
先
ず
"
司

寺

代

V

 

士
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ょ
ぅ
。

一
方
は
.興
隆
期
の
産
業
資
本
を
背
景
.と
し
た
経
済
学
者
、
他
^

^

ブ

ル
ジ
ー
ア
•

貴
_

の
.イ
デ
ォ

ロ

ー

.ダ

と

し
て

活
 

躍
し
た
政
治
家
、

1

方
は
古
典
派
経
済
学
体
系
の
樹
立
者
、
他
方
は
保
守
主
義

^ -
'

デ

す
P

ギ
I 
'吵
樹
立
者
、

(

一.
方
.は
ス
.
コ
ッ
ト
ラ
.ン
、
ド

人

、

他

？

ぃ

'
ァ
ダ
ム

.,
:スミ
？

エ
ド
マ
ン
ド
.バ

服
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